
&
ト
‘
け
久
局
、
。
ル

第
三
十
三
巻
第
二
競

昭
和
四
十
九
年
九
月

護
行

、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
ー
フ
ト
ク
ト
ゥ
孜

1

1
清
代
の
駐
京
フ
ト
ク
ト
ゥ
研
究
|
|

若

松

寛

t土

じ

め

tこ

- 1ー

清
代
、
北
京
に
駐
錫
す
る
卿
瞬
を
駐
京
捌
麻
と
い
う
が
、
な
か
で
も
、
黄
数
を
蘭
揚
す
る
に
力
あ
っ
た
と
し
て
、
清
朝
よ
り
園
師
・
稗
師
な

ど
の
名
競
を
加
え
ら
れ
た
轄
生
蜘
嚇
(
活
併
〉
を
と
く
に
駐
京
呼
園
兎
固
と
よ
ぶ
。
後
者
は
元
来
、
概
ね
康
照
・
薙
正
年
間
に
、
救
命
を
以
て

北
京
に
迎
請
せ
ら
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
朝
廷
よ
り
京
師
に
賜
っ
た
坐
林
寺
に
住
し
、
夏
期
の
み
避
暑
を
余
ね
て
ド
ロ

γ
ノ

l
ル
(
多
倫
諾
爾
)

に
も
置
か
れ
た
坐
林
寺
に
滞
在
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
活
併
で
あ
る
か
ら
、
歴
代
轄
生
者
を
出
し
、
駐
京
呼
園
克
聞
の
地
位
も

①
 

承
襲
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
清
末
に
は
、
そ
う
し
た
駐
京
呼
園
克
園
が
十
二
人
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
筆
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
の
が

有
名
な
章
嘉
呼
圃
克
園
で
、
そ
の
初
世
に
あ
た
る
ガ
ワ
ン
ロ
ブ
サ
ン
チ
ョ
エ
デ
ン

z
a
昏

g
z
o
z
g
n
r
o
m
E
g
が
康
照
三
十
二
ハ
一
六

九
三
)
年
康
照
帝
に
請
ぜ
ら
れ
て
入
京
し
、
嵩
祝
寺
に
駐
錫
し
て
以
来
、
民
園
初
ま
で
六
代
の
轄
生
者
を
算
え
た
。
歴
代
の
章
嘉
呼
圃
克
圃
は

北
京
の
ラ
マ
教
界
に
君
臨
し
、
そ
の
威
を
拘
外
蒙
古
に
振
っ
た
が
、
而
し
て
こ
れ
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
の
が
、
本
稿
で

171 
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取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
1
フ

k
ク
ト
ゥ

。白

E
S
師一円高
2
P
門
戸
口
同
ロ
コ
ロ
ハ
鴎
勤
丹
錫
時
国
呼
園
克
園
〉
で
あ
る
。

歴
代
の
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ

ト
ゥ
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
の
内
で
、
最
初
に
京
師
に
駐
錫
し
た
の
は
、
ロ

ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ

ニ
マ
ベ
ル
サ

ン
ポ
切

-orgp

g
gロ
官
官

E

B同

ε釦二
回
包
旬
。

(
一
六
八
九
|
一
七
四
六
?
)
で
、
薙
正
十
二

(
一
七
三
四
)
年
救
命
を
奉
じ
て
来
京
、
京
師
の
黄
寺

山山守同

E
S刊
に
坐
林
し
た
。
駐
京
呼
闘
克
固
と
し
て
の
カ
ル
ダ
ン
シ
レ

ト
ゥ
l

フ
ト

ク
ト
ゥ
の
誕
生
で
あ
る
。

し
て
、
以
後
そ
の
歴
代
の
轄
生
者
は
い
ず
れ
も
駐
京
呼
固
克
固
の
地
位
を
承
襲
し
て
、
民
園
初
に
及
ん
だ
。
こ
の
意
味
で
、

ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
エ
マ
を
鳴
矢
と

ロP

フ
サ
ン
テ
ン
ベ

イ
ニ
マ
の
存
在
意
義
は
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ

七
世
ロ
ブ
サ
ン
カ

ル
サ

ン
ギ
ャ
ム

ツ
ォ

E
o
σ
s
p
井
三
宮
包
一括
苫

5
2
r。
の
著
作
に
か
か
わ
る

ロ
ブ
サ
ン
テ

ン
ベ
イ

ニ
マ
の
博
記
を
主
材
料
に
し
て
、

ロ
ブ
サ

ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ

の
生
涯
を
具
睦
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
限
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
併
せ
て
、
そ
の
前
代
及
び
後
代
の
輔
生
者
の
系
譜
の
問
題
に
も
ふ
れ
て
み
た
‘い
と
お
も
う
。
こ
う
し
た
問
題
を
通
じ
て
、
清
朝
の
ラ
マ
数

ダ
ラ
イ
七
世
に
よ
る
一
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
博
記
は
、
左
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
(
本
稿
の
チ
ベ
ッ

ト
語
の
ロ
l
マ
ニ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
に
は

-2-

政
策
の
質
践
が
一
端
で
も
解
明
さ
れ
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

寺
本
式
を
用
い
た
。
従
っ
て
引
用
文
献
の

ロ
l
マ
ニ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
務
め
お
断
り
し
て
お
く
〉
。

開
ハ
「
ユ
口
}
M
m

ロ
印
官
三
宮
古
井
口

Z
o
g
g
σ
三
回
口
問
】
白

Z
E
自
由

rv同
ご

u
N
g
℃
O
Y
F
E
曲
目
宮
ユ

Z
円
℃
白
身
長
O
門
ご
含
ロ
u
ユ
仏
門

-zp

f
官

官

官

宮

司
y
o
b
(
以
下
、
関
門

U
Zハ
と
略
稿
。
東
洋
文
庫
融
)

」
れ
に
は
、

モ
ン
ゴ

ル
詩
も
存
在
す
る
。

J
p
r
m
m
-円
mm叩
5
・1
ロ
向
山
区
日
比

σ、白ロ

r
a
-
m
E
B包
『
片
山

2
2・
曲
師
己
江
可
目
印
刷
白
ユ

③
 

印
包

E--Cロ
四
円

F
a
g
-工
同
町
四
巳

cm岱
山

R
Z向日目印
g
r
m宮
内
側
仏
叩
W
C
o
z
m
F
E
(以
下
、

Jへω
O固
と
略
稿
。
東
洋
文
庫
議
〉
。

z
r・
曲
目
三
ロ
吋
ロ
h
w
B
Z同門
mm宕
凹
百
〕
巳
己
-Z
ロ
'c、

そ
の
翻
詳
は
原
典
に
概
ね
忠
質
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
チ
ベ
ッ

ト
原
典
に
、依
接
し
た
が

、
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
誇
も
そ
の
つ
ど
参
照

し
た
。
而
し
て
彼
此
の
テ
キ
ス
ト
に
文
義
上
著
し
く
相
異
が
あ
れ
ば
、

逐

一
指
示
す
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。



上
記
の
文
献
の
開
質
を
許
さ
れ
た
東
洋
文
庫
嘗
昂
に
針
し
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

ロ
プ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
直
接
の
前
生
者
は
、
ラ
サ
の
ガ

γ
デ
ン
寺
座
主
ロ
m四
回

}VEg-同

r己
宮
(
の
目

E
S
白
山
円
相
官
巴
)
第
四
十
四
代

ー

に
就
任
し
た
こ
と
の
あ
る
ガ
ワ
ン
ロ
ー
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
ベ
ル
サ

γ
ボ

Z
担
問
先
】
旦

Z
o
q
o師
同

m可
曲
目
z
r
o
弘
司
包
ゲ

N
S
3
(
一
六
=
一
五

l
二
ハ
八
八
。
在
任
は
、
一
六
八
二
l
一
六
八
五
〉
で
あ
る
。
而
し
て
後
者
に
は
、
後
述
す
る
如
き
二
代
の
前
生
者
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
ガ
ン
デ
ン
寺
座
主
の
地
位
は
チ
ベ

y

ト
の
他
の
主
な
寺
院
で
の
慣
習
と
は
封
照
的
に
、

・世
襲
も
し
く
は
轄
生

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
選
奉
と
指
名
の
手
緩
き
を
へ
て
、
所
定
の
同学
識
と
経
歴
を
百
円備
L
た
借
の
聞
か
ら
就
任
す
る
も
の
で
あ

@
 

っ
た
。

ガ
ン
デ
ン
寺
座
主
が
何
人
か
の
フ
ピ
ル
ガ
ン
(
轄
生
者
〉
た
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
ガ

@
 

ワ
ン
ロ
l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
、ォ
の
前
生
者
も
後
代
に
作
篤
さ
れ
た
、
つ
ま
り
加
上
の
産
物
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ロ
ブ
サ

γ
テ

、、

γ
ベ
イ
ニ
マ
が
ガ
ワ
シ
ロ

1
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
フ
ビ
ル
ガ
ン
と
認
定
さ
れ
た
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
ガ
ワ
ン
ロ
ー

ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
事
責
上
の
初
代
と
す
る
ガ

ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
と
い
う
新
し
い
フ
ビ
ル
ガ
ン
の
系
列
が
新
た
に
創
立
せ
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
特
別
の
事
情
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
俸
(
問
。

E
C
は
ロ

l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
前
生
と
し
て
、
古
い
順
に
次
の
二
人
を
置
く
。

従
っ
て
、

173 

問
自
問
に
こ
の
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
タ
ク
ル
ン
タ
ク
パ
ヨ
曲
目

S
E
;お

-szm富
一の
俸
記
に
充
て
ら
れ
た
部
分
は
、
ご
く
わ
ず
か

ーし
か
な
い

Q
『¥三
ペ
ω
O
回
・
含
|
切
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ツ
オ
ン
カ
パ
入
寂
後
百
二
十
八
年
経
た
丙
午

B
m
1
5
三
曲
の
年
三
五
四
六
〉
に
、

ト
ェ
ル
ン

ω
宮内ご
E
地
方
の
タ
ク
ル
ン
の
タ
ク

ω仲
間
的

z
p
r
a
に
生
ま
れ
、
ベ
ル
テ
ィ
阿
羅
漢

ωゲ
弘
己

t
z
v
n
O
B
M
g
の
建
立
し

ジ
ャ
ム
ヤ

γ
タ
ク
ル
ン
タ
ク
パ

- 3一
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@
 

た
キ
ョ
ル
モ
ル
ン

ω目

4
2
g
o
E
P
寺
で
出
家
し
た

(ω
『
)
。
後
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
、
サ
ン
ガ
ク
カ
ル
の

g
p
m
E
m回
目

rr日
皐
院
、
ガ
ン
デ

@
 

りぬ巾

E
S
S
E
己
目

皐
院
等
の
法
座
に
順
次
就
任
し
、
七
十
歳
の
乙
卯
伯
仲

P
B
O
M
B加
の
年
(
一
六
一
五
〉

に
第
三

四
年
在
位
し
て
、
七
十
三
歳
の
戊
午

E
H
E
の
年
〈
一
六
一
八
)

ン
寺
の
ジ
ャ
ン
ツ
ェ

十
代
ガ

ン
デ
ン
寺
座
主
に
就
任
、

に
入
寂
し
た

(ω
る
と
い
う
の
が
、
そ
の

あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

@
 

な
お
、
こ
の
タ
ク
ル
ン
タ
ク
パ
と
い
う
名
は
、
生
地
に
因
む
逼
稀
で
あ
っ
て
、
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
の
年
表
同
州
各
g
g
-
m
ゃ
、
チ
ャ
ハ

ル
の
ゲ
シ
ェ
l

ロ
ブ
サ
ン
ツ
ル
チ
ム
円
白
宮
吋
牛
肉
巾

r
g
E
O
ゲ
g
p
z
E
F
H
5日
(
5
0
l
H
2
S
の
ガ
ン
d

ア
ン
チ
パ
均
等
に
よ
れ
ば
、
ロ

ー
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

E
o
唱
g
H雪
印

g
g
r
o
と
い
う
の
が
そ
の
正
式
の
名
で
あ
る
。
タ
グ
ル
ン
タ
ク
パ
の
ガ
ン
デ

γ
寺
座
主
に
か
ん
す
る

年
次
に
お
い
て
、
こ
の
雨
書
と

穴
の

E
ハ
相
互
間
に
矛
盾
は
な
い
。

(2) 

ス
ム
パ
。ダ
ム
チ
ヨ
エ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

次
い
で
設
定
さ
れ
た
の
が
、

ス
ム
パ

、ダ

ム
チ
ヨ
エ
ギ
ヤ
ム
ツ
ォ

ωロ
ヨ
匂
同
仏
印

g
n
y
g
話
一可
曲
目

zro
で
あ
る
。

」れ
に
つ
い
て
の
記
載

- 4ー

は
わ
ず
か
に
次
の
よ
う
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
ア
ム
ド
の
ゴ
ン
ル
ン

U
m
oロ
E
P
の
方
面
に
、
ス
ム
パ
ダ
ム
チ
ョ
エ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

ωロ
日
間
】
白
色
白

g
n
y
g
認
可
曲
ヨ

zro
と

い
う
、
そ
ゆ
方
面
の
法
・
有
情
の
糧
と
な
っ
た
一
賢
者
が
生
ま
れ
た
が
、
詳
し
い
停
記
の
文
言
を
見
聞
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
書
き

潟
す
こ
と
が
で
き
な
い
(
問
。
苫
ハ
・

7
|合
U

J

ヘω
O
F
印る。

し
か
し
、
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
の
年
表
に
よ
る
と
ハ
河
島
ロ

E
同・司・

8
・
m
m〉
、
ス
ム
パ
ダ
ム
チ
ヨ
エ
ギ
ヤ
ム
ツ
オ

(ω
ロヨ問匂宮》話曲凹

-z。ゲ《仏凶匂宮。ロ

目宮M話曲ロ

rz巾
σg白ロ
印
同
gロ
口
岳
rg。g凹
同
括
m担凶可『曲ヨ
z
r
z。ε〉は
、
西
寧
の
ゴ
ン
ル

γ
寺
の
第
二
代
(
一
二
-
六
ハ
O
九
二
ハ
こ
一
五
)
及
び
第
五
代
(
二
ハ

七
〉
座
主
と
し
て
、

FJ

一
雨
雨
次
就
任
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
(
の
口
同
戸
.ω
開

.ω.ω
串企F品P.同戸ピ、L-2Eω又5同芯。
ι宕。
2円
〉

rz丹

z。d〈
s、=。gロ
ι。。
gロ-古ロ
bε〉
。
サ
ガ
ス
タ

l

内
ω
血肉印刷同巾同

氏
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ン
ル
ン
寺
の
急
激
な
瑳
展
も
こ
の
人
の
お
か
げ
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
そ
の
博
記
の
詳
細
は
分
一ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ

るハ
ω
F
ω

噌

8
v。



ス
ム
パ
が
タ
ク
ル

γ
タ
ク
パ
と
同
世
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
者
を
後
者
の
再
生
者
と
し
た
の
は
、
あ

ま
り
に
も
社
撰
な
設
定
の
仕
方
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
ゲ
。

と
ζ

ろ
で
、
妙
舟
法
師
の
『
蒙
蔵
併
数
史
』
(
下
湖
、
上
海
傍
皐
書
局
、
民
園
二
十
四
年
。
以
下
、
妙
舟
と
略
稿
)
、
第
五
篇
第
三
章
駐
京

各
呼
園
克
園
の
第
二
節
は
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
の
系
譜
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
(
旬
咽
-
H
N
U
|
お
ω
)
、
そ
の
初
め
の
方
の
部
分

を
引
用
す
れ
ば
¥
左
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
世
鴎
爾
丹
錫
時
国
呼
圃
克
園
。
ノ
鶏
糞
数
領
袖
。
天
性
聴
慧
。
賂
今
有
朱
特
多
特
之
控
倉
。
新
編
成
部
。
人
民
受
持
。
数
化
大
行
。

第
二
世
鴎
爾
丹
錫
時
圃
呼
圃
克
園
。
誕
生
於
前
蔵
。
坐
鳴
爾
丹
廟
経
床
。
集
法
敬
之
大
成
。

第
三
世
喝
繭
丹
錫
将
園
呼
圃
克
園
。
誕
生
於
西
寧
札
隆
廟
地
方
。
博
遁
組
問
ん
。
虞
渉
史
室
弓
坐
札
隆
廟
経
跡
。
宣
桁
法
数
。
蕨
功
甚
偉
。

右
の
第
一
世
に
闘
し
、
歴
史
上
の
い
か
な
る
人
物
に
擬
定
し
た
ら
い
い
の
か
、
見
嘗
が
つ
か
な
い
。
こ
の
文
意
自
瞳
も
不
明
瞭
で
あ
知
テ

ン
ベ
イ
-
『
マ
俸
に
も
、
右
に
該
賞
す
る
記
載
箇
所
は
見
嘗
ら
な
い
。

第
二
世
は
、
明
ら
か
に
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
タ
ク
ル
ン
タ
ク
パ
H

ロ
l
ト
ェ
ギ
ヤ
ム
ツ
ォ
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
世
は
、
ス
ム
パ
ダ
ム
チ
ョ
エ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
西
寧
の
札
隆
廟
と
あ
る
も
の
は
、
ゴ
ン
ル

γ
廟
の
は

ず
で
あ
る
か
ら
、
妙
舟
自
ら
の
用
字
法
に
従
え
ば
、
格
隆
廟
(
第
七
篇
寺
院
唱
-
M

印
)
と
訂
正
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

-5-

衣
が
い
よ
い
よ
ガ
ワ
ン
ロ

I
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
ベ
ル
サ
ン
ボ

Z白
血
刷
仏

σ白
P
E
o
m
H
S
認
可
曲
目
g
r
o
仏唱曲

-
Zえ

H

旬。

⑮

⑮

，
 

t
p
目。同}}回同
mh
一の
年
(
一
占
ハ
=
一
五
〉
、
ミ
ニ
ヤ
ク
の
ラ
デ
ィ
ン
河
同

E
E
と
い
う
慮
に
出
生
し
た
。
父
を
タ
ク
チ
ュ
ク
ツ
ェ
ダ
ル
岡
山
gm-vruEm

g
Z
円
同
月
、
母
を
ツ

a

エ
モ

γ
ギ
ャ
ル

H
，
岳
冊
目
自
O
口同
muB-
と
言
っ
た
が
、
母
は
こ
の
子
の
六
歳
の
と
き
、
熱
病
で
亡
く
な
っ
た
〈
問
。
浬
内
・
合

U

な
お
、
轄
生
ラ
マ
の
俸
記
の
場
合
、
必
ず
具
備
さ
れ
る
は
ず
の
フ
ビ
ル
ガ
ン
護
見
に
ま
つ
わ
る
記
載
は
な
い
。

で
あ
る
。

乙
亥
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ロ
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ェ
ギ
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ム
ツ
ォ
が
後
年
第
四
十
四
代
ガ

γ
デ
γ
チ
パ
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
至
極
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。

「
小
児
の
時
代
か
ら
、
煩
悩
の
外
力
に
征
服
さ
れ
た
凡
人
達
の
性
質
と
相
等
し
く
な
い
こ
と
は
勿
論
、
恐
怖
を
生
じ
た
場
合
に

は
、
無
所
縁
悲
讃
ロ
白
百
回
目
》
同
神
田
町
旨
白
と
持
金
剛
∞
包
白

z
z
t
の
陀
羅
尼
聞
ん
を
請
し
て
、
天
と
刑
臓
に
祈
願
を
な
し
た
」
ハ
開
。
一
E
♂

含
U

J1ωO
∞-
m
H
・。
h

・J

ジ
ク
メ
唱

-N3〉
と
い
う
。

」
の
子
は
、

七
歳
ハ
一
六
四
一
)
の
と
き
、
母
方
の
叔
父
島
包
(
日
0
・
5
『
曲
作
ロ
)
醤
師
ジ
ャ
ム
パ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
司
g
r
o
v
u
B仏
国
司
同
旨
印
刷
】
田
昌
司
曲
目
g
r
o

よ
り
、
掃
依
喪
心
の
作
法

ω
W
3
r
z
g
s
m
L
E
m加
と
憤
怒
黒
女
同

r
g
g釦
g
m
g。
の
湛
頂
の
至
福
儀
軌
を
随
持
す
る
な
ど
、
最

初
の
密
児
に
入
門
し
た
(
問
。

2
P
骨

E
u
J
3
0回・

T
・
2
・A
ジ
ク
メ
司
-
M

叶∞〉。

智
力
が
披
き
ん
で
て
大
き
か
っ
た
の
で
、

小
児
の
時
か
ら
も
文
字
な
ど
を
容
易
に
了
解
し
た
(
択
の
司
閣
内
・
合
一
ペ
ω
O
回・

?
-
Q
-
Jゾ
ク

メ

司
-
N
U
可∞)。十

一
歳
、
乙
酉
の
年
(
一
六
四
五
〉
、

の
首
領
ウ
イ
チ

γ

- n ー

@
 

叔
父
の
ノ
モ

γ
ハ
γ
Z
O
B
Oロ
W
Y
回
降
、
が
ハ
ル
ハ
州
内
}
岡
田
-w}岡田

(
O
曲目
ρ
・同)

ロ
古
島
区

(
d司
法
ロ
巴
に
招
請
せ
ら
れ
た
と
き
、
叔
父
と
共
に
モ

γ
ゴ
ル
地
方
へ
赴
い
た
。
(
中
略
〉
〔
同
年
十
月
〕
巳
の
白
、

ハ
と
チ
ベ
ッ
ト
の
境
界
で
、
法
主
ノ
モ
ン
ハ
ン
ロ
宮
田
叫
す
ロ
0
5
3
r
r包
が
堪
布
と
な
っ
て
、
一
切
智
甘
庶
種
(
判
H

樟
迦
牟
尼
)
の

法
の
門
に
出
家
し
た
。

そ
の
年
か
ら
始
め
て
、
亥
年
三
六
四
七
)
ま
で
、
ハ
ル
ハ
に
居
た
。
亥
年
の
秋
の
仲
の
月
の
内
に
コ
コ
ホ
ト
宮
町
「
母
国
吉
ロ
旬
。

(同
α
Z
A
O仲
間
)
の
叔
父
の
地
に
蹄
っ
て
、
卯
年
(
一
六
五
一
)
ま
で
居
た
。
叔
父
か
ら
怖
畏
現
観
鐙
の
数
訓
恒
也
何
回

s
a
g
b
oロ同門
om∞

ノ、

ノレ

N

曲
目
白

Z
m
m
-
z
b
を
聴
い
た
(
問
。
ョ
デ
雪
山
崎

ωロ
回
・
司
〉
。

一
、
二
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
叔
父
で
ノ
モ

γ
ハ
γ
(法
主
の
謂
〉
の
問
題
で
あ
る
が
、

伺

g
r
o
S邑
(

開

B
α
)
ジ
ャ
ム
パ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
と
稽
せ
ら
れ
る
こ
と
、
上
述
か
ら
自
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、

右
に
つ
い
て
、

こ
れ
が
、

そ
の
名
を
醤
師

サ
ガ
ン
セ
チ

エ
ン
わ
エ
ル
デ
ニ
イ
ン
ト
プ
チ
肘

E
g
-
-
1ロ
Z
V
2
(
い
わ
ゆ
る
蒙
古
源
流
〉
の
記
述
で
あ
る
。



そ
れ
に
よ
れ
ば
、
聖
パ
ド
マ
サ
ム
パ
ワ
師
の
精
神
子
な
る
大
慈
ジ
ャ
ム
パ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

JFH円
四
国
由
民
曲
目
、
公
回
仏
印
曲
目
ゲ
白
ム
曲
目
印
口
、

そ
の
名

を
ゲ
ン
ド
ゥ

γ
ベ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
シ
ュ
リ
l
バ
ダ

ヨ
g
r
o
m円M
r
r
E
Z
)
と
い
う
、
壬
辰
の
年
(
一
五
九
二
〉
生
ま
れ
の
化
身
が
、
そ
の
十
二
歳
の
と
き
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
四
世
の
命
に
よ
り
、
モ

シ
ゴ
ル
地
方
に
座
主
田
町
内
宮
町
〕

g
が
居
な
い
か
ら
と
い
わ
れ
て
涯
遣
さ
れ
、
そ
の
十
三
歳
の
甲
辰
の
年
(
二
ハ

O
四
)
に
来
着
し
て
、
直
ち
に

聖
一
切
智
者
ソ
'エ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ツ
オ
H

ウ
チ
ル
ダ
ラ
ダ
ラ
イ
ラ
マ

(
Hダ
ラ
イ
ラ
マ
三
世
)
の
モ
ン
ゴ
ル
地
方
の
住
座
に
卸
き
、
大
慈
マ
イ
ダ

リ
1

フ
ト
ク
ト
ゥ
ペ
停
止
巾
同
回
国
E
Z
-
(
H
S曲
目
印
宮
)
冨
ミ
丘
曲
江
(
〈
冨
曲
目
可
ミ
同

-H
回
可
曲
目
白
宮
)
G
E
ロ
コ
ロ
と
諸
方
に
遍
く
稿
せ
ら

⑮

，

a
 

れ
た
、
と
い
う
。

F
m
mロ門同
{
g
m
r巳
げ
内
山
田
回
目
ぬ
ふ
曲
目
印
ロ
即
日
同
日
げ
白
色
白
(
ロ
m
m
T凶
ロ
ロ
巳
匂
白
-
r
N回P
H

m
剛山、同

ま
た
同
書
に
、

オ
ル
ド
ス
の
ボ
シ
ョ
ク
ト
ジ
ヌ
ン
回
忌
0
3
z
rロ
ロ
ロ
関
は
、
そ
の
五
十
歳
の
甲
寅
の
年
(
一
六
一
四
)
に
、

マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト

フ
ト
ク
ト
ゥ
に
劃
し
、
大
慈
ノ
ム
ン
ハ
ガ
ン

Jpr&σ
- 7ー

ク
ト
?
を
招
請
し
て
、
新
造
成
っ
た
樟
迦
牟
尼
併
傘
像
の
開
眼
供
養
を
し
て
も
ら
い
、

⑮
 

2
2印
可
作
目
ロ
。
自
己
ロ
円
山
田
苫
ロ
の
傘
践
を
奉
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
問
。
司
同
の
ノ
モ
ン
ハ

γ
u
ジ
ャ
ム
パ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
、

る
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
コ
コ
ホ
ト
に
住
座
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

エ
ル
デ
ニ
イ
ン
ト
プ
チ
の
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ク
ト
ゥ
と
稽
せ
ら
れ

衣
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
を
モ
ン
ゴ
ル
へ
招
い
た
ウ
イ
チ
シ
な
る
者
の
素
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

ノ
帆

γ
部
の
組
、
園
蒙
肯
(
叶
ロ
ヨ

g
Zロ
〉
の
十
三
子
の
内
の
第
五
子
、

済
雅
克
己
目
三
可
〉
。
競
偉
徴
諾
顔
(
己
ぷ

g
m
ロO
M
『
目
白
)
(
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
・
容
六
九
、
曙
爾
略
寮
因
諾
顔
部
線
侍
〉
。

ハ
ル
ハ
の
サ
イ
ン

が
、
そ
れ
で
な
い
か
と
お
も
う
。
そ
も
そ
も
園
蒙
肯
は
、
初
め
ハ
ル
ハ
に
紅
教
と
黄
数
の
争
い
が
あ
っ
た
と
き
、
責
数
を
ぬ
持
ん
で
、
こ
れ
が
護

持
を
な
し
た
の
で
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
、
賢
し
と
し
て
、
サ
イ
γ

J

ヤ
ン
の
暁
を
授
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
卒
後
、
次
子
の
丹
津
別
麻

U
S〕
g

Z
曲
目
・
曲
、
も
ま
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
諾
刑
汗

(
Z
O
B・
己
ロ
官
苫
ロ
)
の
蹴
を
授
け
ら
れ
た
。
而
し
て
丹
津
刑
臓
に
つ
い
て
、
順
治
十
二
(
一
六
五
五
〉
年

清
朝
が
ハ
ル
ハ
に
八
礼
薩
克
を
設
け
た
と
き
、
命
ぜ
ら
れ
て
左
翼
札
薩
克
の
一
つ
を
領
し
た
、
な
ど
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
(
外
藩
蒙
古
田
部

177 
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王
公
表
停

rn-nS。

こ
の
よ
う
に
、
丹
津
則
臓
の
年
代
な
ど
か
ら
按
じ
て
、
そ
の
三
弟
に
嘗
る
済
雅
克
を
ウ
イ
チ

γ
に
比
定
す
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
よ
う
に
お

も
う
。
寅
際
上
、
こ
の
頃
に
、

ハ
ル
ハ
に
ウ
イ
チ
シ
と
稿
し
た
人
物
は
他
に
は
見
嘗
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
貼
か
ら
、
ジ
ャ
ム
パ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
と
ロ

l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
二
人
は
、
サ
イ

γ
ノ
ヤ

γ
部
の
地
方
へ
招
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る。

辰
年
三
六
五
二
)
、
三
界
の
衆
生
の
ラ
マ
と
い
わ
れ
る
一
切
智
ガ
ワ
ン
ロ
プ
サ

γ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

Z
国

側

内

F
E
r
-
o
F
E
晶
官
自

zro

(
Hダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
)
が
東
方
の
文
殊
皇
帝
司
す
百
円
四

S
S凹

mop
自
由
ハ

H
順
治
帝
)
の
国
家
へ
赴
か
れ
た
と
き
、
高
流
王
湖
剛
内
r同目

的。同同
mu『
己
目
。
宮
自
g
y
o
(
H
コ
コ
ノ

l
ル
)
の
岸
漫
で
、
叔
父
と
共
に
、
面
謁
し
て
、
百
の
良
き
供
物
を
捧
げ
た
。

甘
露
を
初
め
て
受
け
る
幸
福
と
な
っ
た
ハ
問
。
E
P
A
W
コペ
ω
O
∞
-
ぎ
-
Q・
ジ
グ
メ
唱
-
N

吋∞)。

面
謁
と
読
法
の

そ
れ
よ
り
直
ち
に
ウ
ィ
地
方
に
出
立
し
た
。
ラ
サ
を
経
て
、
同
年
十
一
月
に
は
タ
シ
ル
ン
ポ
に
到
着
し
て
、
パ
ン
チ
ご
J

一
切
智
者
ロ
ブ
サ

ン
チ
=
エ
キ
ギ
ャ
ン
ツ
品
ン
巴
O
V
N
包

nys-qF
認
可
巳

HHErs
の
許
で
、
優
婆
塞
島
町
叩
宮
宮
ロ
か
ら
沙
調
円
四

mmzEH
ま
で
の
戒

を
受
け
、
随
許

ι
g
m目
立
と
数
誠

Z
P
を
多
く
聴
い
た
(
問
。
2
P
町三

.5
0回・
5
4・
2
・
ジ
ク
メ
唱
-
N
吋曲〉。

- 8ー

次
い
で
ラ
サ
へ
戻
り
、

レ
ボ
ン
恒
可
開
閉
名
ロ
宮
寺
に
来
て
、
笑
巳
の
年
(
一
六
芸
一
一
〉
春
の
初
月
七
日
、
ゴ
マ
ン

UMV巳

E
S
F
E
南
町

田
mo
白
色
皐
院
の
額
数
皐
部
の
H
M
g
m同
省
担
に
入
り
、
道
理
宣
設
の
自
在
者
な
る
ゴ
マ
ン
H

チ
ン
レ

I
フ
ン
ド
ゥ
ブ

ω
m
O
B包
伺
目

urz

-
S
F
S
ぬ

E
V
か
ら
品
率
襲
の
門
を
聞
く
因
明
正
理
の
筒
略
な
る
説
明
の
手
引
の
法
宴
を
最
初
に
味
っ
た
告
の

E
内・斗『
¥
4
u
d「

ωロ
回
"
ロ
同
・

ロ
・
ジ
ク
メ
唱
-
N
吋∞)。

右
の
チ

γ
レ
l
フ
γ
ド
ゥ
ブ
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
よ
り
正
確
に
は
、

ガ
ワ

γ
チ
ン
レ

l
フ
γ
ド
ゥ
ブ

Z曲
m
四円呂田
p
f
M
L
H
H
E
F
曲目
rロロ

m
Eげ
と
い
い
、
買
は
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
人
で
あ
る
。
ウ
ィ
地
方
の
ミ
シ
ド
ル
寺

ω
B
E
m
g
-
m
U
E
の
活
併
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ミ
ン
ド

ル
ノ
ム
シ
ハ
ン

ω自
吉
唱
。

ダ
ラ
イ
五
一
世
か
ら
授
け
ら



れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
ゴ
マ

γ
拳
院
長
を
一
六
六
五
年
ま
で
勤
め
た
の
ち
、
同
年
、
西
寧
へ
来
て
、
そ
の
ゴ
マ

γ
寺

ω
m
O
B
怠
仏
側
Oロ

(
ロ
関
与

E
S
E
B
n
r
g
m
F
Y
O
B同
r
r
o
m
仏

moロ
同
区
・
一
空
白
g
w
o
仏

moロ
〉
座
主
に
就
任
、
一
六
七
九
年
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
闘
っ
た
。
一

@
 

し
か
'し
一
六
八
九
年
に
は
、
す
で
に
再
び
ゴ
マ

γ
寺
に
坐
淋
し
て
い
た
、
な
ど
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

(ω
戸

ω
-
H
g
〉
回
目
・
ぉ
3
0

さ
て
、
ロ
l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
、
乙
未
の
年
三
六
五
五
)
に
、
ダ
一
フ
イ
ラ
マ
五
世
か
ら
諸
種
の
正
法
を
聴
受
す
る
を
得
た
が
ハ
問
。
E
P

∞
コ
ペ
ωロ∞
-HN4・
Q
・
ジ
ク
メ
司
・
問
∞
)
、
二
十
七
歳
の
辛
丑
の
年
(
一
占
ハ
六
一
)
蒙
古
暦
三
月
に
は
タ
シ
ル

γ
ポ
へ
赴
き
、
そ
の
二
十
一
日
に
、

@
 

パ
ン
チ
ェ
ン
一
切
智
者
ロ
ブ
サ
ン
チ
ヨ
エ
キ
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
ン
を
堪
布
と
な
し
、
ト
ェ
サ
ム
リ
ン
叶
r
g
g曲目

E
-
P
の
師
長
を
業
師

-gm-ov、

‘
⑮
 

ラ
パ
シ
て
フ
ド
ゥ
ン

F
r
田
宮
島
田

zrzp
を
数
授
師
m

刃
包
-
2
0
U
と

な

し

て

、

(

問

。

同

M

阿P
5
2
J『
ωロ
回
・
同
町
?
の
同
・

@
 

ジ
ク
バ
唱
-
N
J
可∞)。

具
足
戒
を
受
け
た

二
十
九
歳
、
笑
卯
の
年
(
二
ハ
六
一
ニ
)
、
ラ
サ
の
タ
ン
ト
ラ
拳
院
と
し
て
知
ら
れ
る
べ

γ
デ
ン
メ
ギ
二
学
院

@
 

mHd『曲
、仲間
E
P
の
夏
期
道
場
チ
品
ミ
ル

γ
(
u
r
g
B広

E
P
に
入
皐
し
た
が
(
問
。
宮
内
・
ロ
コ
ペ
ω
O
∞
-H∞『¥〈
-
Q・
ジ
ク
メ
司
・
ミ
∞
〉
、

@
 

の
十
二
月
二
十
二
日
に
、
デ
ヤ
ン
皐
院
∞
去
三
宮
m山

Hd『
三
曲
E
P
の
法
座
に
即
き
、
而
し
て
こ
れ
を
三
年
間
持
し
た
負
。
E
P
ロ
コ

J
3
0∞-

。同】釦
-
E白ロ印同仲岡田円四円
mu己仏

そ
の
年

勺
9

N
O
『
・
の
戸
川
シ
ク
メ
唱
-
M

叶∞〉。

三
十
一
歳
、
乙
巳
の
年
(
一
六
六
五
)
蒙
古
暦
二
月
十
日
、
レ
ボ
ン
寺
の
ゴ
マ
ン
皐
院
長
に
就
任
し
た

ジ
ク
メ
同
y
N
斗
由
)
。
そ
レ
て
こ
の
地
位
を
、
笑
丑
の
年
(
一
六
七
三
〉
三
月
に
?
ギ
ャ
ル
セ

l
u
フ
ト
ク
ト
ゥ
(
河
ぬ
可
曲
目
白
g
n
r
g一同
M
O

巴
。
ロ

mzσ

(問。句町内・
H
M
〈
U

J

へω
O
回・
N
H
『・の同・

認
可
曲
目
z
r
o〉
に
譲
っ
て
、
自
ら
は
そ
の
月
の
内
に
、

・
次
い
で
そ
の
年
の
六
月
十
宅
日
を
以
て
、
ガ
ン
デ
ン
寺
の
ジ
ャ

γ
ツ
ェ
皐
院

U
m
m
E
S
S
E
江
田
叩
長
に
も
就
任
し
た
負
。
E
P
5
4
1
H
A
Vコ

ペ
ω
O
∞
-
民
『
¥
4
・
2
・
ジ
ク
メ
句
-NUU。

メ
ギ
・ュ
聞
学
院
ロ
匂
と

E
Z
曲
目
包
括
可
E

m
円当曲

Z
E
P
の
院
長
に
就
任
し
た
。
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四
十
六
歳
、
庚
申
の
年
三
六
八
O
)
五
月
、
メ
ギ
ュ
皐
院
長
を
酔
附
し
た

四
十
八
歳
、
壬
民
の
年
三
六
八
二
〉
秋
の
仲
月
十
五
日
、

(国内の同》阿内・
H

印
〈
一
ペ
ω
O田崎
N

由〈
V

。

ガ
ン
デ
シ
寺
ロ
m
m
E曲
ロ
百
曲
目
同
区
同
認
可
曲
ご
い
曲
古

m
-
E
に
お
い
て
、
三
界
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の
ラ
マ
・
三
有
の
最
上
指
導
者
な
る
妙
主
法
王
大
ツ
オ
ン
カ
パ
の
無
畏
獅
子
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
る
高
き
黄
金
座
に
讐
脚
を
置
い
た
宗

i
F

回
目
円

U

J

『

ω
O回・
M
叶
『
¥
ぷ
?
の
同
・
ジ
ク
メ
唱
-
M
吋
由
〉
。

ガ
ン
デ
ン
寺
座
主
に
在
任
す
る
こ
と
四
年
、
一
六
八
五
年
に
至
っ
て
、
ロ
ー
ト
ム
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
こ
れ
を
僻
し
ゅ
と
い
う
の
は
、
同
年
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
に
よ
っ
て
(
周
知
の
如
く
、
す
で
に
ダ
ラ
イ
は
一
六
八
二
年
に
入
寂
し
て
い
た
ー
そ
の
事
責
は
秘
匿
さ
れ
て
い
た
ー
か
ら
、

貫
際
に
は
デ
シ

ω骨
向
丘
の
サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

ω邑
田
認
可

g
話可曲

szro
に
よ
っ
て
〉
、
ハ
ル
ハ
と
オ
イ
ラ
ト
の
紛
争
を
調
停
す

@
 

ベ
く
、
ハ
ル
ハ
へ
波
遣
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
の
名
は
、
清
史
料
に
、
喝
爾
丹
(
宣
)
西
勤
固
と
し
て
登
場
す
る
。

@
 

そ
の
遺
使
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
研
究
が
あ
り
、
別
に
考
究
す
べ
き
問
題
も
な
お
蔑
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
く
は
別
の
機
舎
に

ゆ
ず
る
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
紛
争
自
鐙
の
あ
ら
ま
し
だ
け
を
言
え
ば
、
ハ
ル
ハ
の
左
翼
土
謝
圃
汗
が
右
翼
札
薩
克
圃
汗
の
逃
衆
を
返
還
し
な

い
こ
と
か
ら
、
雨
者
の
聞
に
札
離
が
生
じ
、
こ
れ
に
、
珠
て
か
ら
前
者
を
心
よ
し
と
し
な
い
オ
イ
ラ
ト
1

ジ
占
ン
ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
が
後
者
を

支
援
し
て
ー
介
入
し
た
た
め
、
紛
争
の
激
化
を
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
康
照
帝
は
ハ
ル
ハ
の
雨
翼
汗
の
和
解
を
は
か
る
べ
く
、
ダ
ラ
イ
の
影
響
力

に
期
待
し
た
。
こ
こ
に
康
照
帝
の
要
請
か
ら
、
喝
爾
丹
西
勤
園
の
涯
遣
が
寅
現
を
み
た
の
で
あ
る
。

- 10ー

康
照
二
十
五
(
一
六
八
六
)
年
八
月
、
ハ
ル
ハ
の
庫
倫
伯
動
費
爾
同

r
g
m
g
-
m
w
で
行
な
わ
れ
た
曾
盟
に
お
い
て
、
南
翼
汗
は
じ
め
、

ル
ハ
の
主
立
っ
た
王
公
は
、
理
藩
院
尚
書
阿
刑
尼
〉
芯
丘
の
立
合
の
下
、
鳴
爾
丹
西
勅
固
と
哲
卜
傘
丹
巴
呼
圃
克
園

M
N
Y
Z
Eロ
含
吉
田
区

内
吉
伸
ロ
ス
ロ
(
土
謝
圃
汗
の
弟
)
の
面
前
で
、
和
解
の
誓
い
を
交
わ
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
を
喜
ば
な
か
っ
た
オ
イ
ラ
ト
の
ガ
ル
ダ

γ
は
、
哲

@
 

卜
隼
丹
巴
呼
圃
克
固
に
射
し
、
喝
爾
丹
西
勤
圃
と
抗
曜
し
た
と
し
て
、
ダ
ラ
イ
へ
の
不
敬
を
答
め
、
康
照
二
十
七
三
六
八
八
)
年
、
三
寓
の
大

@
 

軍
を
率
い
て
、
土
謝
圃
汗
領
へ
侵
略
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ、

さ
て
関
口
H
M

同
は
、
こ
の
間
の
ロ

l
ト
占
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
行
動
を
、
次
の
よ
う
に
叙
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
東
方
の
圏
家
の
無
畏
犬
座
に
文
殊
・
天
か
ら
生
ま
れ
た
る
人
主
と
し
て
顧
現
し
た
康
照
切
含

m
r
1仏
皇
帝
は
、
そ
の
方
角
に
、

法
と
衆
生
に
定
か
に
利
盆
あ
る
一
ラ
マ
を
涯
遣
す
べ
し
と
、
一
切
智
者
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
榔
許
に
教
書
を
差
し
遣
し
た
。
そ
の
と
き
、

切



智
偉
大
な
る
五
代
〔
ダ
ラ
イ
ラ
マ
〕
が
他
界
へ
赴
か
れ
た
こ
と
は
秘
密
の
折
で
あ
っ
た
が
、
従
前
の
形
式
を
以
て
、
中
園
~
モ

γ
ゴ
ル
の

地
方
へ
赴
く
べ
し
と
の
訓
令
が
あ

っ
た
の
を
、
ラ
マ
の
賓
命
で
あ
る
と
思
惟
し
、
承
受
し
た
。
大
勇
猛
心
を
具
え
た
る
菩
薩
ら
が
、
一
有

情
の
利
益
と
な
る
に
過
ぎ
ぬ
と
も
、
地
獄
で
熱
蓮
花
池
に
浴
す
る
と
あ
れ
ば
、
一
大
歓
喜
し
て
入
り
し
惇
記
の
あ
る
如
く
、
長
い
遁
途
の

疲
傍
な
ど
軽
視
し
て
、
赴
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

嘗
時
、
五
濁
が
甚
し
く
増
長
す
る
時
期
の
答
に
苦
し
め
ら
れ
、
ハ
ル
ハ
と
オ
イ
ラ
ト
。

g仏
の
部
落
が
戦
さ
を
起
こ
し
た
た
め
、
多

く
の
衆
生
は
欲
し
な
い
ま
ま
、
愛
し
む
べ
き
生
命
を
棄
て
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ど
、
憤
怒
羅
利
の
界
に
到
っ
た
の
と
等
し
い
噴
で
あ
っ
た
、が、

良
く
護
心
せ
ら
れ
た
に
依
り
、
数
年
閣
は
騒
乱
が
鎮
ま
っ
て
安
穏
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
和
睦
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
衆
生
ら
各

自
の
所
業
、
煩
悩
の
果
報
成
熟
が
頂
貼
に
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
三
世
の
普
き
併
を
し
て
も
、

る。

翻
縛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

天
よ
り
生
れ
た
る
人
主
と
謁
し
て
、
盆
々
盛
大
な
る
供
養
と
恭
敬
と
を
以
て
讃
嘆
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
よ
り
、
中
園
、

モ
γ
ゴ
ル
と
ア
ム

-11ー

ド
方
面
の
多
く
の
衆
生
の
た
め
に
、
正
法
の
運
分
を
授
け
る
な
ど
、
見
、
聞
き
、
念
じ
て
鱒
れ
た
る
全
て
の
者
に
、
現
世
普
き
利
盆
と
な

る
無
量
の
法
施
の
門
扉
を
贋
く
聞
い
て
、
今
生
の
数
化
さ
る
べ
き
も
の
は
数
化
す
る
な
ど
を
成
就
じ
て
、
暫
時
安
静
に
睡
る
快
柴
に
心

が
奪
わ
れ
た
如
く
な
っ
て
、
ア
ム
ド
の
方
面
で
護
病
し
た
。
痛
疹
な
ど
、
九
夫
の
如
き
の
不
幸
の
相
は
全
く
な
く
、
精
神
は
法
界
に
渡
し

@
 

た
(
同
寸
『
¥
三
ペ
ω
O回・
M
T
l
N
由る。

右
の
記
事
の
内
、
と
く
に
ガ

ル
ダ
γ
シ
レ
ト
ゥ
が
康
照
帝
と
謁
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
に
閲
し
て
、
章
嘉
フ
ト
ク
ト
ゥ
一
世
ガ
ワ

γ
ロ
ブ
サ
ン
チ
ヨ
エ
デ
シ

za円
山

Z
P
Z
o
g
g
n
y
g
E
8
2
2
N
l
H白
鳥
)
の
蒙
文
俸

記
ス
ブ
ド
エ
リ
ケ

ω
c
r
邑
ー
肘
ユ
r
叩
小
一
七
二
九
年
シ
ェ
ラ
ブ
ダ
ル
ギ
ェ

わ

2
2
-
u
円
四
回
司
同
型

g
撰
)

は
そ
の
要
旨
だ
け
を
述
べ
る
と
、
次
の
如
く
と
な
ろ
う

3岡
山
・

ωω
・
M
M
m
l
l
M
M斗

C
Z
2
2
2ロ
岡
田
〈

1
8
6。

ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ウ
H

ガ
ワ

γ
P
1
1
r
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
と
仏
曲
ロ
〆帥即日∞
2
C
〈
削
品
川
町
ロ
仏
門
別
呂
田

a
g
B
g
R凶

Z

重
要
な
割
腹
記
事
が
あ
る
。
今

181 

乙
丑
の
年
ハ
一
六
八
五
)
、
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(
H
Z
白ぬ門凶

g
p
z
o
m円
。
日
吋
雪
白

52ro〉
が
ハ
ル
ハ
と
オ
イ
ラ
ト
の
宗
数
的
政
治
的
問
題

(otAB同
0
1
2午
ロ
ロ
肌
曲
目

z
s
z・1
ロ

r
巾
円
叩
ぬ
〉
の
〔
調
停
の
〕
た
め
に
、

コ
コ
ノ

l
ル
に
到
着
し
た
と
き
、
章
嘉
(
嘗
時
、
、
ロ
ン
ル
ン
寺
に
住
し
た
)
は

@
 

こ
れ
に
面
謁
す
る
た
め
に
来
た
と
こ
ろ
、
私
と
一
緒
に
行
け
、
と
強
く
勤
め
ら
れ
た
の
で
、
随
行
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
を
出
立
し
、

関口同

g
m
Z百
円
と
い
う
地
に
、
北
方
の
有
情
の
信
仰
依
虚
な
る
哲
卜
隼
丹
巴
を
は
じ
め
、

ハ
ル
ハ

七
旗
の
王
公
ら
、
オ
イ
ラ
ト
の
三
王
公
、
文
殊
大
皇
帝
の
使
者
、
ラ
マ
、
貴
人
ら
が
曾
盟
し
た
。
そ
の
折
、
(
ラ

マ
、
王
公
な
ど

大
勢
が
シ
レ
ト
ゥ
に
〉
説
法
を
乞
う
た
が
、
章
嘉
は
そ
の
補
佐
を
勤
め
た
。
但
し
シ
レ
ト
ゥ
が
宗
数
的
政
治
的
問
題
の
た
め
、
間
暇
が
な

丙
寅
の
年
(
一
六
八
六
〉
、

ク
レ
ン
ベ
ル
チ
ル

か
っ
た
の
で
、
説
法
を
乞
う
た
者
の
大
方
は
、

章
嘉
か
ら
法
を
聴
い
た
が
、
誰
一
人
と
し
て
満
足
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
。

丁
卯
の
年
三
六
八
七
)
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
は
北
京
へ
赴
い
て
、
正
月
の
大
祈
祷
舎
の
導
師
(
内
同
『
国
ロ
回
日
・
守
山
ユ
ロ
可
叩
w
m
F
円C
∞何ケロロ

島田
)
と
な
っ
た
。
そ
の
折
、
文
殊
大
皇
帝
と
雨
度
年
賀
を
交
換
し
た
が
、
皇
帝
は
章
嘉
に
封
し
、

シ
レ

ト
ゥ
ラ
マ

に
倣
っ
て
自
の
嘗
た

り
に
年
賀
を
奉
ぜ
よ
、
と
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
の
如
く
に
章
嘉
は
魚
し
た
。
第
一
回
の
年
賀
交
換
の
場
合
に
は
、
皇
帝
は
章
嘉
に
劉
し
、
他

- 12ー

の
者
よ
り
多
く
優
渥
な
る
語
を
賜
い
、
こ
れ
と
傘
貴
の
語
を
交
し
た
上
、
絹
布
な
ど
を
賞
賜
し
た
。
第
二
回
の
そ
の
場
合
に
は
、
救
命
を

以
て
、
栴
檀
併
の

g
Eロ
}
0
0
(栴
檀
寺
の
本
傘
)
の
前
で
ネ
l
ニ
ン
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
の
ロ

2
5
E
門戸巳

5
E
と
章
嘉
と
が
法
語
を
交

し
た
の
で
、
皇
帝
は
い
た
く
喜
ん
で
、
吉
祥
ハ
タ
ク
(凹
a
Eヨ
ヶ
ロ
ロ
包
含
る
を
賜
っ
た
。
章
嘉
の
驚
嘆
す
べ
き
責
質
に
魅
せ
ら
れ
た

皇
帝
は
、
汝
と
経
頭

(
Z
O
B
芯
ユ
m
己
認

α
可
m
w
巾

E
E
Z
H
U
σ
巨
ヨ
門
回
目
包
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
に
非
ず
)

の
二
人
は
北
京
に
留
ま

れ
、
と
仰
せ
出
さ
れ
た
が
、

シ
レ
ト
ゥ
は
巧
妙
に
全
員
の
暇
を
乞
う
た
。
皇
帝
は
こ
れ
を
嘉
納
し
、
そ
の
意
圃
を
断
念
し
た
。

そ
の
ジ
ク
メ
の
記
事
に
劃
し
て
否
定
的
見
解
を
と
り
、

以
上
の
主
旨
は
、
曾
盟
の
部
分
を
依
落
さ
せ
る
だ
け
で
、
他
は
概
ね
ジ
ク
メ

(
3・N∞ω
l
N
E〉
と
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
ァ
l
マ
ッ
ド
氏
は
、

(
曾
盟
の
後
)
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ヮ
が
中
園
帝
と
謁
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
十
七
世
紀

の
中
園
又
は
チ
ベ
ッ
ト
の
史
料
に
そ
の
こ
と
の
裏
付
け
が
な
い
か
ら
、
後
代
の
惇
承
と
し
て
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

Q
、H，
m-
唱・

Mg)
と
言
っ

し
か
し
前
述
の
如
く
、
そ
の
裏
付
け
は
問
。

E
P
ω
開
雨
書
に
存
在
す
る
語
で
あ
り
(
尤
も
雨
書
は
い
ず
れ
も
十
八
世
紀
前
牟
の
著

て
い
る
。



@
 

述
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
〉
、
ま
し
て

ω開
は
章
嘉
一
世
の
自
絞
俸

m
g
a
P
R
寄
与

g
o
g
に
大
巾
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
史
料
的
信
湿
性
は
き
わ
め
て
濃
い
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
皇
帝
と
の
謁
克
は
、
二
度
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
妙
舟
の
記
事
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

第
四
世
喝
爾
丹
錫
時
園
呼
園
克
園
。
誕
生
於
西
寧
。
迎
赴
前
識
。
在
犠
爾
丹
廟
議
鰹
。
闘
揚
精
義
。
一
信
仰
盆
深
。
清
聖
組
仁
皇
帝
。
特
召

来
京
。
旋
奉
旨
赴
額
魯
特
略
商
略
講
経
。
蒙
古
衆
汗
王
刑
瞭
台
士
口
瞳
一
寸
奉
負
数
主
。
丁
卯
年
回
京
陛
見
。
命
在
京
各
廟
講
鰹
。
僧
徒
版
依
者

'

盆
衆
(
第
五
篤

3
・H
N由

ljzs。

こ
の
文
は
、
概
ね
事
買
を
停
え
た
も
の
と
い
え
る
が
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
が
往
路
に
も
北
京
に
立
寄
っ
た
と
さ
れ
る
貼
が
異
色
で
あ
る
?

筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
黙
を
疑
問
視
す
る
が
、
さ
り
と
て
こ
れ
を
断
乎
否
定
す
る
根
擦
を
今
は
有
し
な
い
。

@

@

@
 

ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
は
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
信
仰
途
、
プ
ム
ド
付
近
で
入
寂
し
た
が
、
時
に
一
六
八
八
年
で
あ
了っ
た
。

か
く
し
て
、

-13 -

ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
'
ト
ウ
H

ガ
ワ
ン
ロ
l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
ベ
ル
サ
ン
ポ
の
輔
生
者
、
が
-ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
ベ
ル
サ
ン
ボ
，
ω
-
o
o
g
p
g
gロ

官
官
民
自
由

ε回
二
足
立

3

3ロ
自
己
山
富
凹

g回
目
。
品
田
町
号
宮
骨
乙
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
、
ガ
ワ

γ
ロ
I
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
活
併

で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
轄
生
者
が
あ
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
賓
際
に
こ
れ
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
新
た
に
韓
生
ラ
マ
の
系
列
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
は
、
己
巳
の
年
入
一
六
八
九
)
蒙
古
暦
-
月
四
日
、
ツ
ア
ガ

γ
ノ
ム
ン
ハ
ン
何
回
『
曲
目

F

ロ
O
B
'
ロロ

@

・

官
官
ロ
(
叶
回

E
m
g
ロ
O

B

O

ロ

ZHH〉
と
普
く
稿
せ
ら
れ
る
大
堪
布
賓
J
円

m
z
g
g
ι
E
F
R
r
E
(宮
r
Eロ
n
Zロ
同
古
田
M
O
U

ガ
ワ

γ
ロ

プ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
サ
ン
ボ

Z白
m
L
Z
P
E
o
r
g
p
g
gロ
官
一
吉
岡

muB一-
g
z
r
g
i
内同唱曲一
-
V
N
釦
岱
旬
。
及
び
ウ
イ
チ
エ

@
 

ン
台
士
口

C
F内
g
m
g三
百
二
兄
弟
の
拘
の
、
兄
な
る
ウ
イ
チ
ェ

γ
台
吉
の
子
と
し
て
出
生
し
た
。
母
を
ロ
モ
キ

2
0
HロO
島
日
、
正
と
言
っ
た

183 
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(

J

へω
o
-
Y
ω
H〈山町内(げ可欠・

5
〈
〉
。
そ
の
誕
生
の
地
は
、

コ
立
ノ
I
ル
の
西
方
ヤ

γ
サ
ン

J
P
P
F立
と
さ
れ
旬
。

こ
れ
が
化
身
と
し
て
認
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
少
し
く
経
緯
が
あ
る
。

@
 

1
8
6
か
ら
、
あ
ら
ま
し
述
べ
よ
う
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
俸
ハ

J50切
・
宏
之
三
関
の
可
欠
・

5
〈

コ
コ
ノ
l

ル
の
王
座
者
同
o
E
E苫
2
ロ
官
苫
ロ

m
5
m
2
C
(
Z
E
r
o
m
p
oロ
雪
ご
雪
印
-
3
r
rユ
官
)

ダ
ラ
イ
フ
ン
タ
イ
ジ

己
主

2
ρ
g
m
5仰
が
重
病
に
陥
っ
た
の
で
、

庚
午
の
年
(
一
六
九
O
)、

大
堪
布
ツ
ア
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
は
使
者
を
介
し
て
そ
の
大
テ
ン

@
 

ト
へ
請
ぜ
ら
れ
た
。
同
じ
く
招
請
の
使
者
は
章
嘉
ガ
ワ
ン
ロ
ブ
サ
ン
チ
ヨ
エ
デ
ン
に
も
汲
遣
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
南
大
ラ
マ
は
フ
ン
タ
イ

ジ
の
大
テ
ン
ト
で
避
遁
し
た
。

フ
ン
タ
イ
ジ
は
そ
の
ま
ま
同
年
亡
く
な
っ
た
が
、
初
七
日
の
法
要
も
済
ん
だ
一
日
、
章
嘉
は
大
堪
布
の
宿

泊
す
る
テ
ン
ト
を
訪
れ
て
、
こ
れ
と
歓
談
し
た
。
そ
の
話
の
末
、
大
堪
布
に
劃
し
、
章
嘉
か
ら
「
汝
の
兄
の
タ
イ
ジ
に
一
化
身
あ
り
と
聞

く
が
、
員
か
」
と
質
問
が
あ
っ
た
。
大
堪
布
は
、
「
化
身
か
ど
う
か
今
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
が
、
よ
い
素
質
を
備
え
て
レ
る
」
と
答
え
た
。

そ
こ
で
章
嘉
は
他
の
大
勢
の
ラ
マ
を
テ
ン
ト
の
外
へ
出
さ
せ
、
一
人
残

っ
た
大
堪
布
に
封
し
、
「
あ
の
幼
児
は
座
主
賓
の
化
身
と
判
断
す

る
。
座
主
賓
が
法
界
に
赴
か
れ
る
と
き
、
私
共
大
勢
が
化
身
の
こ
と
を
お
願
い
し
た
が
、
返
事
は
は
っ
き
り
と
は
無
か
っ
た
。
そ
の
後
、

- 14ー

私
が
一
人
侍
っ
て
い
る
と
き
、
私
に
劉
し
、

ツ
ア
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
と
汝
の
二
人
だ
け
で
質
問
せ
よ
、
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
、
先
に
ク
ン

ブ
ム
付
近
の
大
テ
ン
ト
に
坐
し
て
お
ら
れ
る
と
、き
、
汝
自
身
拝
謁
に
行

っ
た
と
き
に
も
、
兄
弟
二
人
に
説
い
て
下
さ
っ
た
道
理
な
ど
、
ど

こ
を
審
べ
て
も
、
わ
が
ラ
マ
の
化
身
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
大
堪
布
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
そ
こ
で
大
堪
布
は
、
高

全
の
手
を
う
つ
意
味
で
、
化
身
の
懸
記
を
乞
う
使
者
を
チ
ベ
ッ
ト
に
涯
遣
し
た
。

ハ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
、
ネ
l
チ

A

ン
の
ロ

g
ロY
E
P
、
ラ

モ
円
、
向
日
o
ら
の
懸
記
は
等
し
く
そ
の
子
を
大
座
者
の
化
身
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

章
嘉
は
こ
の
こ
と
を
聴
い
て
、
壬
申
の
年
(
一
六
九
二
)
、
先
の
シ
レ
ト
ヮ
の
監
理
者
ロ
ゲ

S

3
で
あ
っ
た
ビ

γ
ト
ゥ
法
主
ド
ン
ド
ゥ
ブ

ギ
ャ
ム
ツ
ォ
切
百
円
古
(
回
ロ
宮
己
)
n
v
o師
同
守
口

oロ
m
E
r
H
寝間

B
g
y
o
ら
を
こ
の
子
の
も
と
へ
波
遣
し
て
、
化
身
と
し
て
の
試
験

を
さ
せ
た
。
ド
ン
ド
ゥ
ブ
ら
は
こ
の
子
と
面
曾
し
て
数
日
間
を
過
し
た
。
大
堪
布
と
デ
チ
ェ
ン
寺
法
主

E
:
r
g
n
v
g
H
h
の
二
人



は
、
懸
記
が
明
ら
か
と
な
っ
た
次
第
と
、
こ
の
子
を
し
ば
ら
く
デ
チ
ェ

γ
寺
に
招
く
べ
し
と
す
る
理
由
と
を
認
め
た
書
信
を
、
ド

γ
ド
す

守
フ
に
託
し
て
、
一
行
を
迭
り
諦
し
た
。
か
く
し
て
、
笑
酉
の
年
三
六
九
三
〉
六
月
、
化
身
は
デ
チ
ェ

γ
寺
に
盛
大
に
迎
え
ら
れ
、
出
家

し
て
、
名
も
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
国
古
田

E
q
g印
認

可

回

g
g
y
o
と
授
け
ら
れ
た
。

以
上
要
約
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
ガ
ル
ダ

γ
シ
レ
ト
ゥ
の
化
身
は
、
章
嘉
フ
ト
ク
ト
ゥ
と
ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ

γ
、
就
中
、
前
者
の
主
導
下

に
創
出
さ
れ
た
如
く
剣
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
化
身
が
青
海
タ
イ
ジ
の
子
か
ら
選
ば
れ
た
理
由
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。

結
論
的
に
は
‘
筆
者
と
し
て
は
、
サ
ガ
ス
タ
l
氏
の
次
の
護
言
の
範
圏
を
出
な
い
。

を
化
身
に
選
ぶ
ベ
く
公
然
と
努
力
し
た
事
賓
は
、
疑
い
な
く
一
定
の
意
味
を
有
す
る
。
こ
の
手
段
を
以
て
、
彼
は
青
海
の
大
ラ
マ
ーの
歓
心
を
買

い
、
同
時
に
、
後
者
が
青
海
王
侯
の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
貴
族
層
の
好
意
も
得
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
章
嘉
フ
ト
ク
ト
ゥ
は
こ
の
階

層
に
封
し
影
響
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を
以
て
彼
が
果
し
て
い
か
な
る
特
別
の
目
的
を
遁
求
し
よ
う
と
し
た
の
か
は
言
い
難
い
。
お

そ
ら
く
今
後
の
研
究
が
、
こ
の
問
題
に
光
を
投
じ
う
る
で
あ
ろ
う
'
ス
ω開・

ω
-
H
E
Y
今
は
こ
の
護
言
を
補
足
す
る
意
味
で
、
同
氏
が
十
分
に
言

及
さ
れ
な
か
っ
た
ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ム

γ
ハ
ン
の
青
海
貴
族
に
謝
す
る
地
位
に
開
し
、
一
中
園
史
料
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

康
問
三
十
六
，三
六
九
七
)
年
三
月
、
漠
北
で
は
オ
イ
ラ
ト
の
ガ
ル
ダ
ン
が
.
康
照
帝
の
親
征
を
受
け
て
準
退
窮
し
た
頃
、
康
照
帝
は
使
一
者
阿

「
章
嘉
フ
ト
ク
ト
ヮ
が
、

ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ

γ
の
甥

- 15ー

刑
布
坦
ら
を
青
海
へ
涯
遣
し
て
、
諸
台
吉
を
入
観
せ
し
め
ん
と
し
た
。

三
月
。
阿
捌
布
坦
等
。
至
察
軍
托
羅
海
。
察
翠
諾
刑
汗
迎
告
目
。
皇
上
令
青
海
衆
得
享
安
楽
。
永
受
恩
津
。
何
幸
如
之
。
時
顧
賓
汗
子
惟

達
什
巴
園
爾
存
。
阿
捌
布
坦
等
宣
議
之
。
達
什
巴
園
爾
議
遣
博
碩
克
園
済
農
。
及
額
爾
徳
尼
台
士
口
。
代
入
観
。
阿
刑
布
坦
等
語
目
。
皇
上
駕

@

i
 

臨
寧
夏
。
爾
嘗
率
衆
往
朝
。
勢
自
誤
。
達
什
巴
園
爾
僧
察
宰
諾
刑
汗
。
善
巴
陵
堪
布
。
及
唐
古
特
達
頼
汗
子
位
臓
等
。
機
諸
台
士
官
。
議
欲

〔
中
略
〕
閏
三
月
。
阿
捌
布
坦
。
俸
木
楚
克
。
自
青
海
鯖
。
議
諸
台
吉
至
若
露
慮
。
未
協
朝
典
。
躍
令
秋
後
入
観
京
師
。
詔

如四

竜@五
干T

185 
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こ
こ
か
ら
、
十
分
明
瞭
な
形
で
表
わ
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ

γ

(
察
軍
諾
刑
汗
〉
が
青
海
の
諸
台
吉
の
聞
に
、

定
の
政
治
的
影
響
力
を
有
し
た
大
活
併
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
の
化
身
は
、
丙
子
の
年
(
一
六
九
六
)
、
デ
チ
ェ
ン
寺
の
額
数
皐
部
に
入
皐
し
た
。

@
 

ャ
ム
ヤ
ン
シ
ェ
l
パ
が
デ
チ
ェ
ン
寺
に
立
寄
っ
た
さ
い
、
化
身
か
ら
こ
れ
に
起
請
E
g
f
与
と
教
相
の
所
見
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

そ
の
後
、
化
身
は
、
辛
卯
(
一
七
二
〉
か
ら
甲
午
(
一
七

己
丑
の
年
三
七
O
九
〉
、
ジ

智
慧
を
大
い
に
稀
讃
さ
れ
た
と
い
う
(
穴
(
U
2
P
N
H
〈
|
N
N
f
ペ
ω
O
∞
-
ω
叶
円

|
ω
∞
〈
)
。

ク
ン
ブ
ム
、
ラ
プ
ラ
ン
の
諸
大
寺
を
廻
っ
て
、
研
績
を
積
ん
だ
(
問
。
苫
ハ
-
N
r
ー
ミ
f
Jヘ
ωO∞・

8
〈

一
四
〉
の
年
ま
で
、
ゴ
ン
ル
ン
、
ゴ
マ
ン
、

-
S
H〉。

@
 

乙
未
の
年
(
一
七
一
五
)
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
七
世
カ
ル
サ

γ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
ラ
ザ
ン
(
技
臓
)
汗
の
追
求
を
避
け
て
、
青
海
へ
蒙
塵
し
た
が
、
そ

の
夏
、
大
湛
布
と
化
身
の
叔
父
・
甥
雨
入
か
ら
、
大
堪
布
の
居
虚
シ
ル
ゴ
ル

U
H
H
0
4
(
碩
爾
郭
爾
〉

へ
招
待
さ
れ
た
。

」
の
と
き
ダ
ラ
イ
は
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乞
わ
れ
る
ま
ま
に
、
叔
父
・
甥
雨
人
に
長
蕎
濯
頂
を
授
け
た
(
穴
の
司
甲
子
児
〈
l
N
∞
三
ペ
ω
O
戸
合
〈
|
む
『
)
。

壬
貨
の
年
(
一
七
二
二
〉
、
叔
父
・
甥
二
人
し
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
赴
い
た
。

ェ
ン
一
切
ー智
者
の
許
に
て
具
足
戒
を
受
け
、

、こ
の
と
き
名
を
ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ

そ
の
年
の
蒙
古
暦
十
月
二
十
三
日
、
化
身
は
タ
シ
ル
ン
ポ
の
パ
ン
チ

切

-
o
r
g
p
g
同
白
ロ
回
以
内
凶

f

E
自
由

(
ω
曲
三
ロ
o
u
E
Z

加
曲
師
吉
・
ロ
ロ
同

Z
ロ
〉
と
授
け
ら
れ
た
。
時
に
テ
ン
ペ
イ
ニ
マ
、

三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
ラ
サ
へ
戻
り
、

ダ
ラ
イ
七
世
か
ら
濯
頂
と
各
種

の
随
許
を
授
け
ら
れ
た
。
翌
葵
卯
の
年
(
一
七
二
三
)
正
月
、
モ
ン
ラ
ム
ω
g
o
ロ

F
S
の
節
に
、
ダ
ラ
イ
七
世
か
ら
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
に
封
し
、

侍
者
と
し
て
ポ
タ
ラ
に
留
ま
れ
と
の
懇
請
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
大
堪
布
か
ら
、
自
分
が
も
は
や
高
齢
で
あ
る
の
と
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
を

ア
ム
ド
の
方
面
の
寺
院
の
主
と
な
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、

僻
退
が
な
さ
れ
、

嘉
納
せ
ら
れ
た
。

か
く
し
て
そ
の
春
、

二
人
は
故
郷
に

向
っ
て
出
立
し
た
(
穴
の
2
P
N
?
ω
o
f
J円
ω
O
∞
・
怠
〈
l
g
〈
)
。

丙
午
の
年
(
一
七
二
六
〉
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
は
デ
チ
ェ
リ
人
寺
の
座
主
に
就
任
し
た
。
市
し
て
そ
の
在
任
期
聞
は
、
甲
寅
の
年
三
七
三
四
)
薙
正

帝
の
招
請
に
膳
じ
て
北
京
へ
来
錫
す
る
ま
で
、
九
年
に
及
ん
だ
、の
で
あ
る
ハ
択
の
ヨ
デ
白
土
J
3
0
∞
・
2
品
。
そ
の
聞
の
彼
の
行
献
に
、
特
に
取



立
て
て
ー述
べ
ね
ば
な
.
ら
ぬ
黙
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
戊
申
の
年
(
一
七
二
八
〉
に
、
叔
父
の
大
堪
布
ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ム

γ
ハ
シ
が
入
寂
し
た

こ
と
が
(
問
。
苫
内
・

2
f
'Jへω
o
p
印
E
|旬
。
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
閲
し
て
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
は
、
辛
亥
の
年
(
一
七
三
一
)
、
チ

γ
ワ
ン
ダ

@

a
 

イ
チ
ン
ホ
シ
ョ
チ
ロ
ロ
唱
曲
ロ
m
ロ
ミ
5
Z
G
O
W
0
2
(親
王
載
車
円
和
碩
斉
〉
の
本
営
へ
赴
き
、
そ
の
化
身
の
懸
記
を
求
め
る
問
題
に
つ
き
チ
ン

ワ
ン
と
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
故
ノ
ム
ン
ハ
ン
の
侍
者
ら
と
チ
ン
ワ
ン
始
め
青
海
の
王
侯
ら
の
聞
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
使
者
が
立
て
ら
れ

@
 

大
。
笑
丑
の
年
(
一
七
三
三
V

の
秋
の
初
月
に
至
っ
て
、
大
堪
布
の
化
身
が
ア
リ
ク
〉
ユ
側
方
面
に
出
現
し
た
の
で
、
こ
れ
を
認
定
し
て
、

ル
ゴ
ル
の
大
ラ
マ
包
の
前
生
者
の
座
に
招
じ
た
と
い
う
(
ペ
ω
O∞・印
7
1
2
2
問。
2
P
ω
N
4
1
8。。

1ン

四

き
て
、
潅
正
帝
の
招
請
肢
は
、
甲
寅
の
年
(
一
七
三
四
、
薙
正
十
二
〉
蒙
古
暦
四
月
に
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
許
に
届
け
ら
れ
た
。
彼
は
直
ち
に

西
寧
城

N

ニE
B
F
7
2
に
赴
い
た
が
、
西
寧
の
大
臣
寸
削

F
E
(ロ
呉
国
自
己
〉
か
ら
、
ラ
マ
の
意
向
と
合
わ
せ
て
安
祭
に
迎
請
せ
よ
と
の

救
命
が
下
さ
れ
て
い
る
の
で
、
暑
熱
が
去
っ
て
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
赴
か
れ
た
が
よ
い
、
と
い
わ
れ
た
の
で
、
一
旦
引
き
返
し
、
蒙
古
暦
七
月

十
九
日
、
改
め
て
デ
チ
ェ
ン
寺
か
ら
出
立
し
た
♂
西
寧
城
で
は
寸
檀
越
た
る
青
海
王
侯
ら
の
盛
大
な
見
迭
り
が
あ
っ
て
、
同
月
二
十
九
日
こ
れ
を

出
立
、
同
年
九
月
中
旬
に
入
っ
て
北
京
北
郊
の
黄
寺
巴
回
目

W
E沙
問

2
3
(巴
円
白
色
白
ゐ
)
に
到
着
し
た
(
問
。
EPω
ぜ
1
2コ
ペ
ω
O
F
E
4

- 17ー

!日品。。
と
こ
ろ
で
そ
の
招
請
の
理
由
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
十
分
な
解
答
を
興
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
次
の
如
き
事
情
と
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
よ
り
先
ダ
ラ
イ
ラ
マ
七
世
は
、
一
.
七
二
八
年
来
、
四
川
の
泰
寧
に
亡
命
中
で
あ
っ
た
が
、
一
七
三
四
年
に
至
り
、

チ
ベ
ッ
ト
の
政
情
も
安
定
し
た
と
み
て
、
ダ
ラ
イ
の
ポ
タ
ラ
掃
還
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
旨
を
直
接
ダ
ラ
イ
に

清
朝
は
河

187 

俸
達
す
る
た
め
、
勅
使
を
涯
遣
す
る
こ
と
と
し
、
正
使
に
果
親
王
允
躍
(
康
照
帝
の
第
十
七
子
)
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
さ
い
章
嘉
フ
ト
ク
ト
ゥ

二
世
ロ
ル
ベ
イ
ド
ル
ジ

ェ
間
三
官
官

E
O
H」
白
(
一
七
一
七
年
生
、
二
四
年
京
師
来
錫
〉
も
同
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

一
行
は
十
月
北
京
を
出
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立
し
た
。
果
親
王
は
使
命
を
果
し
て
直
ち
に
、
翌
年
正
月
を
以
て
蹄
途
に
つ
い
た
が
、
章
嘉
フ
ト
ク
ト
ゥ
は
そ
の
ま
ま
ダ
ラ
イ
に
侍
し
て
ラ
サ

⑬
 

へ
赴
い
た
。
そ
れ
は
勿
論
議
定
の
行
動
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
需
で
、
章
嘉
の
長
期
北
京
不
在
が
珠
定
さ
れ
て
お
り
(
貫
際
に
彼
が
蹄
還
し
た
の
は
、

正
帝
の
死
去
が
あ
っ
た
た
め
、
預
定
を
繰
上
げ
た
も
の
で
あ
る
〉
、
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
意
味
合
か
ら
、
テ

γ
ベ
イ
ニ
マ
の
招
請
が
寅
現
を
見

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事
質
、
章
嘉
の
不
在
中
は
、
そ
の
地
位
を
代
行
す
る
が
如
く
、
一
七
三
五

(
潅
正
十
三
)
年
正
月
の
大
祈
願
舎
の
首
座

@
 

、H，
z
g
m白
(
、
吋
印
自
白
可
白血
〉
乞
曲
目
白
を
暫
時
勤
め
よ
」
と
命
ぜ
ら
れ

一
七
三
六
年
五
月
の
こ
と
布
、
そ
れ
も
礎
知

を
勤
め
、
そ
の
八
月
に
至
つ
て
は
、
救
旨
を
以
て

「
京
師
の
掌
印
ラ
マ

た
の
で
あ
る
(
穴
の

E
p
g〈|
ω

∞
コ
ペ
ω
O
回
・
ミ
〈

l
g
c。

同
年
九
月
十
五
日
こ
れ
を
糞
寺
に
訪
問
し
た
。

ら
、
席
の
上
座
に
つ
く
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
は
却

っ
て

「
あ
な
た
は
大
皇
帝
の
ラ
マ
の
o
p
B
同ロ

7
3
3
f
E曲
目
同
な

さ
て
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
が
寅
寺
に
到
着
す
る
と
、

章
嘉
は
敷
許
を
得
て

」
の
と
き
章
嘉
か

の
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
、

章
嘉
に
上
座
を

譲
っ

た
と
記
さ
れ
て

い
る
(
穴
の
司
甲
子
去
三

J30∞
-
g
c。
つ
い
で
こ
の
後
、

十
月
に
、
上
述
の

- 18ー

如
く
、

章
嘉
は
教
使
に
加
っ
て
出
立
し
た
が
、

別
離
に
臨
み
、

テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
は
、

章
嘉
に
封
し

乞
わ
れ
る
ま
ま
に
長
蕎
濯
頂
を
献
じ
た

(
問
。
日
ν
関・

ω
日円
¥〈
一
ペ
ω
O
∞-叩吋円
¥〈)。

皇
帝
か
ら
は
、
同
年
九
月
十
九
日
を
以
て
、
国
明
園

ω}4邑

B
S
S
E
-
(
Jへ
C
S
F
3ロ
)
に
て
謁
見
を
賜
っ
た

0
0

こ
の
と
き
テ
ン
ベ
イ
ニ

マ
か
ら
併
像
と
ハ
タ
ク
を
献
じ
た
と
こ
ろ
、
皇
帝
は
手
づ
か
ら
こ
れ
を
受
領
し
、
種
々
の
敷
語
と
賞
賜
が
下
さ
れ
た
(
穴
【
U
E
T
ω
雪
u

J

ヘ
ωο
∞-

印∞〈)。つ
い
で
十
一
月
十
三
日
に
は
、
救
旨
を
以
て
、
調
師
印

(UEロ
t
f
F同
g
m白
と
詰
命

E
P
F
?を
授
け
ら
れ
た
(
聞
包
可
欠
・

8
円一

J50回u

勾
同
)
。
こ
れ
に
閲
し
て
は
、
大
溝
禽
典
事
例
・
巷
九
七
四
、
理
藩
院
・
捌
腕
封
競
に
、
左
の
如
く
見
え
る
。

〔
礎
体
正
十
二
年
〕
封
喝
勤
丹
錫
時
園
矯
慧
悟
稗
師
。
給
予
穀
印
。

ま
た
妙
舟
(
第
五
篇

MV-ES
に
も
、
左
の
如
く
い
う
。



第
五
世
鳴
爾
舟
錫
呼
風
呼
匝
克
園
。
誕
生
於
庫
克
瑞
。
少
時
赴
臓
習
程
。
拳
成
之
後
。
遁
奉
清
世
宗
憲
皇
帝
議
石
。
衆
京
陛
見
。
於
羅
正

村
一
一
~
年
。
寵
錫
柴
典
。
勅
封
魚
慧
倍
樟
師
鳴
爾
丹
錫
将
圃
呼
圃
克
園
。
其
茄
一
封
文
目
。
責
教
創
自
西
天
竺
園
。
推
惇
至
東
土
。
以
開
悟
衆

生
。
此
中
思
及
艦
博
。
如
有
敬
謹
請
経
守
教
者
。
朕
責
嘉
念
。
喝
爾
丹
錫
時
圃
呼
圃
克
間
。
世
世
著
名
大
捌
服
。
行
高
品
重
。
博
皐
経

典
。
精
通
傍
法
。
今
特
封
帯
魚
慧
悟
静
師
。
繭
尤
宜
専
心
修
守
。
勤
思
深
造
。
，
贋
街
上
俸
。
謹
紹
併
道
。
以
副
朕
嘉
奨
恩
施
之
至
意
。
勉

之
。
並
勅
建
仁
詩
寺
。
作
震
駐
錫
京
師
之
倉
。

と
こ
ろ
で
妙
舟
の
い
う
仁
蕎
寺
に
つ
い
て
は
、
同
書
第
七
篇
寺
院
、
第
二
一
節
北
卒
之
寺
院
の
項
に
も
そ
の
名
が
貧
は
見
え
な
い
。
そ
の
名
自

睦
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
一
一
睡
ど
の
寺
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
。
E
P
ω
伊
(
ペ

ω
O
F
gる
に
よ
れ
ば
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
は
、

乙
卯
の
年
〈
一
七
三
五
、
務
正
十
三
)
の
蒙
古
暦
十
月
二
十
五
日
を
以
て
、
栴
檀
寺
叶

E
ロ
仏
同
ロ
』

o
v
o
f
-
z
r
z
p
(
ロ
E
ロ
円
四
自
〕

oo--ロ
-

zs・6
の
座
主
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
、
栴
檀
寺
が
仁
欝
寺
の
別
稽
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
栴
檀
寺
に
は
す
で
に
宏
(
弘
〉
仁
寺

(
宏
の
字
は
、
乾
隆
帝
の
語
、
弘
暦
を
避
く
〉
と
い
う
正
稽
が
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
妙
舟
の
記
事
ハ
第
七
篇
寺
院
司
・
叶
印
)
を
讃
め
ば
、
仁
蕎

寺
は
宏
仁
寺
(
栴
檀
寺
〉
と
同
一
で
あ
る
と
レ
え
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
薙
正
十
三
年
に
敷
建
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

宏
仁
寺
。
在
太
液
池
西
南
岸
。
地
最
爽
朗
。
潟
明
清
複
股
奮
祉
。
康
照
四
年
。
改
建
篤
寺
。
有
御
製
碑
記
。
寺
前
建
二
坊
。
寺
門
内
有

白
石
。
方
池
上
跨
三
梁
。
池
西
作
龍
首
。
自
婚
外
扱
太
液
池
水
貫
注
之
。
ー
緑
荷
出
水
。
朱
魚
吹
藻
。
池
北
天
王
殿
。
殴
東
西
時
鐘
鼓
棲
。

再
選
鶏
慈
仁
賓
敵
。
左
目
弼
教
。
右
日
切
化
。
又
準
潟
大
賓
殿
。
左
日
普
慧
。
右
白
血
寛
徳
。
康
照
四
年
。
移
鷲
峯
寺
旗
(
栴
)
檀
併
像
於

寺
之
正
殴
。
寺
因
是
並
有
旗
(
栴
)
檀
之
名
。
聖
組
御
製
耕
(
栴
)
檀
併
歴
代
俸
蹴
記
。
乾
隆
二
十
五
年
。
又
設
務
重
修
。
有
御
製
碑
文
。

属
鳴
動
丹
錫
将
園
呼
圃
克
圃
所
轄
。

- 19ー

之庚
耕子
事之
慮役

f町、

降義
及和
民国
園の

首L
己 Y
数娘
改快
墨丘

事実

脅霊
長室
事竺

案庵

高

丈

建
築
荘
麗
。
宣
統
一
拓
年
鼓
之
。
揖
政
王
就
寺
基
改
建
魚
禁
衛
軍

189 

乙
卯
の
年
三
七
三
五
、
難
正
十
三
〉
、
上
述
の
如
く
、
テ

γ
ベ
イ
ニ
マ
は
正
月
の
京
師
の
大
祈
願
曾
の
首
座
と
な
っ
た
が
、
三
月
に
は
、
教
旨
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を
以
て
、
夏
季
は
ド
ロ
ン
ノ
l
ル
に
避
暑
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
月
二
十
日
北
京
を
出
立
し
た
。

在
胸
、
落
正
帝
の
許
報
を
得
た
。
直
ち
に
開
途
に
つ
き
、
遁
を
急
ぎ
、
九
月
六
日
北
京
に
到
着
し
た
。
新
帝
乾
隆
と
謁
し
、
先
帝
の
法
要
を
執

@
 

り
行
え
と
教
が
あ
っ
た
の
で
、
ミ
ン
ド
ル
ノ
ム
ン

ハ
ン
の
化
身

ω
5
5
m
g
-
ロ
O
B
O
ロ
Y
白ロ

m
三
回
官
己
評
己

は
じ
め
、

京
師
、

ド
ロ
ン
ノ

一
百
絵
日
間
、
先
帝
の
冥
一帽
を
祈
っ
た
(
穴
の
可
欠
・

ω印〈
1
82
ペ
ω
Oロ
凶
印
ず
|
印
∞
〈
〉。

そ
し
て
ド
ロ
ン
ノ
l
ル
滞

ノレ、

コ
コ
ホ
ト
等
の
衆
信
を
集
め
、

宮

(
果
親
王
允
艦
)
に
射
し、

つ
い
で
十
七
王
H
N
m

古
色
呂
田
帥
ゲ
口
ロ

σ内山口ロ

へ
l
ヴ
ア
ジ

A

ラ
と
金
剛
亥
の
潅
頂

-4己
正
O

ご
巾

E
P
E
o
ユ
刊
写
血
肉
目
。
古
内

F
g、
大
黒
天
・
閤
摩

雨
つ
の
随
許

B
m
oロ
n
y
g
m町田
2
r
uニ
ユ
g
mロ
包
を
賦
じ
た
(
問
。
℃
戸

8
1
aペ
ω
O回
-
g〈
|
印
由
。
。
十
七
王
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
如

く
、
泰
寧
滞
在
の
ダ
ラ
イ
七
世
に
射
し
敷
使
と
し
て
汲
遣
さ
れ
た
人
で
あ
る
が
、
ラ

マ
教
の
熱
心
な
保
護
者
と
し
て
も
有
名
で
、
彼
の
設
願
に

よ
っ
て
若
干
の
経
典
の
モ
ン
ゴ
ル
詳
開
板
す
ら
な
さ
れ
た
こ
と
、
官
、
回
・

ω
ω
-
S
|己
に
詳
し
い
。
こ
の
年
に
は
、
章
嘉
が
開
園
し
た
。
そ

の
せ
い
か
、
そ
れ
以
後
、
庚
申
の
年
(
一
七
四
O
、
乾
隆
五
)
ま
で
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
に
目
立
っ
た
動
き
が
な
い
。

丙
辰
の
年
(
一
七
三
六
、
乾
隆
一
〉
、
前
年
に
同
じ
く

正
月
の
大
祈
願
曾
の
首
座
を
勤
め
た
。

辛
酉
の
年
(
一
七
四
て
乾
隆
六
)
、

が
、
丹
殊
爾
に
閲
し
て
は
未
だ
そ
の
こ
と
が
な
い
と
し
て
、
章
嘉
賓
と
こ
の
正
者
(
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
〉
の
両
名
に
劃
し
、
丹
殊
爾
を
童
く

乾
隆
帝
は
、

甘
殊
爾
に
つ
い
て
は
康
照
帝
の
救
命
に
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
翻
詳
さ
れ
て
開
板
さ
れ
た

- 20ー

モ
ン
ゴ
ル
語
に
翻
詳
す
ベ

し
、
と
救
を
下
し
た
。
こ
の
た
め
に
、

同
凶
}
内
白
「

σ
n
c
、

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
明
昆
の
賢
者
若
干
名
と
、

四
十
九
旗
モ
ン
ゴ
ル
、
七
旗
ハ
ル

ラ
ブ
ジ
ャ
ム
パ
河
白
-
u
f
σ
u
亙
ヨ
凹
唱
曲
、

に
通
暁
す
る
者
を
普
く
集
め
、
そ
れ
ら
の
筆
頭
に
南
正
者
を
置
い
て
、
壬
氏
の
年

(
一
七
四
二
、
乾
隆
七
〉

う
(
更
U
Eハ
・
ミ
ミ

f
Jヘ
ω
ロ∞
-
g円|∞九日)。

ハ
、
八
旗
チ
ャ
ハ
ル
等
か
ら
ラ
マ
、

カ
プ
チ
ュ

園
師

og
の
ユ
等
の
文
字
類
と
教
理
'

か
ら
翻
詩
作
業
が
開
始
さ
れ
た
と
い

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
こ
の
記
事
に
も

着
目
し
て
、
す
で
に
ハ
イ

シ
ッ

ヒ
氏
に
よ
っ
て
秀
れ
た
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
百
戸
田
・

ω・

8
σ
。
そ
れ
に
従
っ
て
結
論
的
に
い
う
と
、
翻
詩
作
業
は
、
買
は
す
で
に
一
七
四
一
年
十
二
月
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
僅
の
完
了
を
み

七
の
が
一
七
四
九
ハ
乾
隆
十
四
)
年
四
月
と
さ
れ
る
。



葵
亥
の
年
八
一
七
回
三
、
乾
隆
八
〉
、

章
嘉
と
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
は
乾
隆
帝
の
盛
京
行
幸
に
雇
従
し
、

つ
い
で
そ
の
冬
、
皇
帝
は
雨
正
者
の
許
に
救
使
を
振
遣
し
、

十
月
に
入
っ
て
北
京
に
蹄
っ
た
が

か
つ
て
世
宗
の
潜
邸
で
あ
っ
た
礎
知
和
宮

(
聞
ハ
の
司
戸
銭
円

¥
f
J
R
ω
o
p
g」
|
詰
る
、

を
改
修
し
て
ラ
マ
寺
院
と
な
す
旨
の
教
を
ー賜
っ
た
。

こ
吹
帝
都
北
京
の
地
は
極
め
て
偉
大
に
し
て
、
諸
の
父
組
皇
帝
の
時
代
に
教
風
は
贋
く
際
い
た
も
の
の
、
内
外
の
明
慮
を
費
く
読
明
聴
聞

す
る
大
習
風
は
弘
通
し
て
い
な
い
。
今
や
併
法
一
般
と
特
に
は
責
帽
嘗
あ
る
教
法
を
弘
通
す
る
こ
と
は
、
諸
の
父
租
皇
帝
の
心
意
を
満
足

せ
し
め
、
衆
生
の
幸
一
帽
を
増
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
観
貼
か
ら
、
父
帝
が
王
で
あ
っ
た
時
居
住
せ
ら
れ
ーた
こ
の
寝
殿
に
、
併
殿
、
集

合
堂
、
健
一
房
等
あ
る
大
寺
院
を
新
た
に
建
立
し
て
、
五
明
慮
を
説
明
聴
聞
す
る
摩
院
を
新
設
せ
よ
。

と
、
末
曾
有
の
救
命
を
下
し
た
(
問
。
E
P
ω
由円一ペ
ω
o
p
g『)。

、
こ
こ
に
お
い
て
雨
正
者
は
歓
喜
し
、

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
賢
者
を
招
請
す
べ
き
こ
と
を
上
奏
し
、
直
ち
に
嘉
納
せ
ら
れ
た
。
新
寺
院
は
翌
甲
子
の

年
λ
一
七
四
四
、
乾
隆
九
)
に
至
っ
て
完
成
を
見
た
。
こ
れ
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
・
中
園
の
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
五
百
人
の
皐
信
、
が

牧
容
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
指
導
す
る
た
め
の
チ
ベ
ッ
ト
の
賢
者
も
折
よ
く
来
着
し
た
。
丙
寅
の
年
〈
一
七
四
六
、
乾
隆
十
一
)
、
乾
隆
帝
は
新
寺
院
の

- 21ー

大
祈
願
曾
に
臨
御
し
た
。

同
月
(
二
月
〉
一
日
、
大
自
性
者
(
皇
帝
〉
も
法
禽
の
中
央
に
出
ら
れ
た
上
)
雨
正
者
(
章
嘉
と
ガ
ル
ダ
ソ
シ
レ
ト
ゥ
〉

の
論
議
を
な
さ
し
め
、

，亦
、
新
寺
院
の
二
人
の
皐
信
が
祈
誓
を
な
す
問
、
多
く
の
善
知
識
を
し
て
論
議
を
行
わ
し
め
て
、

舎
を
〕
ラ
サ
の
モ
ン
ラ
ム
の
如
く
命
名
す
る
習
慣
を
定
め
し
め
た
。

皇
帝
の
御
前
に
お
い

τ、
ラ
マ
信
伽
集
舎
の
た
め
に
、
章
嘉
賓
は
説
法
し
た
。
雨
ラ
マ
に
劃
し
て
座
蒲
固
と
、
も
た
れ
等
の
必
需
品
を
主

主
す
る
妙
好
の
物
を
賜
い
、
そ
れ
以
下
の
ラ
マ
皐
償
ら
に
射
し
て
も
、
位
階
に
鹿
じ
た
莫
大
な
賞
賜
を
下
賜
し
た
(
穴
(
U
E
P
色
土

J
B
o
p

@
 

昂
印
〈
〉
。

に
劃
し
て
教
法

〔
こ
の
大
新
願
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以
上
の
記
事
を
最
後
と
し
て
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
活
動
は
も
は
や
責
質
的
に
は
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
テ
ン
ベ
イ
ユ
マ
俸
は
、
以
上
に
績
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け
て
、
こ
の
頃
、

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
堪
布
冨
r
r白
ロ
旬
。
と
ナ
ン
ソ

z
g
g
の
二
ラ
マ
が
、

テ
γ
ベ
イ
ニ
マ
の
健
康
を
問
う
た
め
に
、
涯
遣

さ
れ
て
来
た
と
い
い
(
町
内
の
℃
同
♂
企
コ
ペ
ω
O
回・

8
る
、
そ
れ
を
以
て
停
記
的
絞
述
を
突
然
打
切
っ
て
い
る
。
そ
の
葬
儀
に
関
す
る
記
事
も
全
く

見
ら
れ
ず
、

た
だ
こ
の
後
、
生
前
彼
の
所
有
し
て
い
た
併
像
や
儀
器
で
デ
チ
ェ
ン
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
ロ
間
々
の
リ
ス
ト
が
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
‘

の
で
あ
る
(
穴
の
』
u
F
AHH
え
u

J

ヘω
O∞
-自由同町
)。

ハ
イ
シ
ヴ
ヒ
氏
に
よ
る
と
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
七
世
が
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
俸
の
執
筆
を
完
了
し
た
の
が
一
七
四
八
年
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
〔
同

氏
は
ダ
ラ
イ
七
世
の
博
記
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
事
を
見
出
し
て

い
る
(
宮、回・

ω・
8
〉
〕
、
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
が
入
寂
し
た
の
も
そ
れ
以
前
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
結
論
的
に
は
、
や
は
り
同
氏
に
従
っ
て
、

一
七
四
六
年
頃
Q
Z
5
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、

妙
舟
に
あ
っ

て
は
、
前
掲
の
第
五
世
晦
爾
丹
錫
時
国
の
文
に
績
け
て
、
「
乾
隆
十
六
年
。
奉
旨
賞
給
慧
悟
稗
師
印
。
二
十
七
年
。
奉
旨
封
賞
商
卓
特
巴
札
薩

克
明
峨
印
」
と
し
て
、
全
鐙
の
文
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
買
は
稗
師
の
印
を
賞
給
さ
れ
た
の
は
薙
正
十
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
商
卓

特
巴
札
薩
克
則
』脈
の
印
も
噂
爾
丹
錫
時
圃
呼
園
克
園
自
身
に
授
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
商
卓
特
巴

rロ
包

a
z

な
る
も
の
は
、
田
g
m・1
ロ

1
q同
m
g
r
a
官
に
由
来
し

3
H
w
-
ω
-
N
O品
〉
ロ
自

-mg)、
活
併
の
居
住
す
る
借
坊
(
回
目
∞
)

味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
活
悌
自
身
に
興
え
ら
れ
る
稽
競
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
賞
、
合
同
典
事
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、

の
管
理
者
を
意

- 22-

圃
呼
固
克
聞
属
下
徒
衆
札
薩
克
則
嚇
商
卓
特
巴
印
信
。

〔
乾
隆
〕
二
十
六
年
復
准
。
鳴
爾
丹
錫
時
国
呼
圃
克
闘
之
徒
弟
昆
楚
克
敦
珠
布
(
H
U
r
oロ
B
n
r
o
m

門
田

g
m
2
30
賜
組
管
鴎
爾
丹
錫
時

(
各
九
七
四
、
理
藩
院

・
剰
瞬
封
鋭
)

と
あ
る
。
妙
舟
は
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
を
誤
解
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

さ
て
ロ
ブ
ザ
ン
テ
ン
ペ
イ
ニ
マ
の
後
代
の
轄
生
者
の
問
題
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
、
関
門
宮
内

に
は
こ
れ
に
開
オ
る
記
事
を
全
く
歓
く
の

に
封
し
、
妙
舟
に
は
次
の
記
事
が
見
え
る
(
第
五
篤

句・

5
3。



第
六
世
喝
爾
丹
錫
呼
圃
呼
圃
克
園
。
誕
於
外
蒙
三
音
諾
顔
部
。
掲
和
碩
親
王
成
衰
札
布
第
三
子
。
護
揚
黄
教
。
康
前
経
典
。
蒙
族
威
傘
崇

之。

、
。

な
お
こ
れ
が
第
六
世
に
闘
す
る
記
事
の
全
て
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
妙
舟
は
穂
生
者
が
成
衰
札
布
の
第
三
子
と
し
て
出
現
し
た
と
い
う

が
、
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
・
巻
七

O
、
札
薩
克
和
碩
超
勇
嚢
親
王
策
棲
列
俸
に
よ
る
と
、
成
衰
札
ハ
札
)
布
の
第
三
子
は
敏
珠
爾
多
爾
済

@
 

と
い
い
、
公
の
品
級
に
封
ぜ
ら
れ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
妙
舟
に
は
何
か
誤
解
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

こ
で
、
章
嘉
二
世
ロ
ル
ベ
イ
ド
ル
ジ
ェ
の
博
記

]
F
切
の
に
よ
る
と
、
そ
の
乾
隆
四
十
九
(
一
七
八
四
)
年
の
僚
に
、

先
に
大
座
者

J
p
w
m
包
思
想
呂
官
官
ロ
丹
市
ロ
は
一
化
身
と
し
て
出
現
し
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
浬
撲
に
入
っ
た
の
で
、

フ
ビ
ル
ガ
ン
を
捜
し
、
試
験
の
事
を
矯
し
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、
こ
の
聖

(
H章
嘉
〉
の
夢
に
、

r
z
f
官
官
と
統
一
帽
を
授
け
、
大
座
者
の
護
持
す
る
多
く
の
隼
像
を
列
し
て
あ
る
内
、

沙
門
ら
が

大
座
者
が
現
わ
れ
て
、
こ
の
聖
に
法
語

責
で
彩
色
し
た
部
分
な
ど
に
塵
が
つ
い
て
い
た

の
を
、
大
座
者
が
こ
の
聖
に
封
し
、
こ
れ
ら
の
隼
像
は
私
の
守
護
神
で
あ
る
。
塵
が
つ
い
た
の
を
汝
が
拭
え
、
と
い
っ
た
の
で
、
掃
除
を

し
た
。
こ
の
聖
は
大
座
者
に
、
ど
こ
に
坐
し
て
い
る
の
か
、
と
尋
ね
る
と
、
ラ
ロ
何
回
】
O

と
い
う
地
に
坐
し
て
い
る
、

夢
見
た
。
後
、
プ
ピ
ル
ガ

γ
の
出
生
し
た
場
所
が
ブ
ム
ル
ン
タ
シ
タ
ン
司

Z
g
z
p
r
r
g
m
Z
F包
と
い
う
地
で
あ
っ
た
の
で
、
先

@
 

の
夢
と
非
常
に
よ
く
合
致
し
た
(
同
斗
Z
l
H斗N
4
)

。

と
答
え
る
の
を

- 23一

@
 

テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
化
身
、
が
早
く
入
寂
し
、
そ
の
次
代
の
化
身
、
が
西
寧
方
面
に
出
現
し
た
こ
と
を
俸
え
る
の
で
あ
る
。
但
し
そ
の
場

合
、
次
代
の
化
身
が
乾
隆
四
十
九
年
に
出
生
し
た
と
い
う
意
味
で
は
毛
頭
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
翌
年
に
、
次
代
の
化
身
が
入
京
し
た
た
め
、

書
物
の
編
纂
上
そ
こ
に
置
か
れ
だ
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
同
書
句
乾
隆
五
十
(
一
七
八
五
〉
年
の
僚
に
至
っ
て
、

そ
の
多
、
持
金
剛
大
座
者
ロ
ブ
サ
シ
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
〈
内
町
岳
民
・
同
志
宮
田
町
内

m
m
Z
E
o
g包

Z
Sロ
官
官
巴
自
由
の
化
身
ガ
ワ

ン
ト
ゥ
プ
テ

γ
ワ
γ
チ
ュ
ク
チ
ン
レ

l
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

z
a
仏

σ目
P
Fロ
r
z
gロ弘司)白砂

1
q
g
m
F
V】u
r
z
-
g
認
可
即
日

g
y
o
も
ツ
ア

と
あ
り
、
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ン
か
ら
新
た
に
や
っ
て
衆
た
。
こ
の
と
き
、
こ

η翠
ハ
目
章
嘉
〉
と
京
師
∞
叩
官
ロ
伺
心

o
g
の
大
-
フ
マ
ら
は
責
寺
巴
富
田
ロ
ヨ
-m
の
西
ま
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で
出
迎
え
た
。
父
子
の
如
き
こ
の
二
人
の
ゲ
ゲ
γ
は
、
前
生
の
時
代
か
ら
互
に
ラ
マ
・
沙
門
の
関
係
を
結
び
、
法
と
誓
い
の
因
縁
が
甚
だ

良
い
の
で
、
舎
っ
た
だ
け
で
心
が
よ
く
合
い
、
歓
喜
の
多
く
の
意
に
遁
う
言
葉
を
交
し
た
。
こ
の
聖
は
持
金
剛
大
座
者
の
化
身
ガ
ワ
ン
ト

@
 

「
お
お
、
こ
の
私
の
ラ
マ
は
確
か
に
居
る
」
と
い
っ
て
、
心

ウ
プ
テ
ン
ワ
ン
チ
ュ
ク
チ
ン
レ

l
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
頭
と
顔
を
手
で
撫
で
て
、

は
い
た
く
喜
び
、
新
来
者
の
た
め
に
盛
大
な
果
物
・
精
進
料
理
の
宴
を
献
じ
た
。

そ
れ
よ
り
化
身
は
京
師
の
宮
殿
に
赴
き
、

(
H章
嘉
)
と
等
し
〈
な
し
、
化
身
の
手
相
の
給
を
御
買
に
な
っ
た
。
ま
た
「
傘
者
は
機
嫌
は
ど
う
か
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
黒
詔
の
衣
服

こ
の
聖
と
共
に
、

車
主
に
謁
し
た
と
き
、

聖
主
も
心
は
甚
大
に
喜
ば
れ
て
、

座
席
も
傘
者

と
施
物
な
ど
霊
妙
な
る
賞
を
賜
っ
た
公
司
〈
|
可
申
〈
)
。

と
あ
り
、
乾
隆
五
十
年
に
新
し
い
化
身
ガ
ワ
ン
ト
ゥ
プ
テ
ン
ワ
ン
チ
ュ
ク
チ
ン
レ
!
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
入
京
し
て
、
乾
隆
帝
に
謁
し
た
の
で
あ

る
。
以
上
の
記
事
か
ら
考
え
る
と
、
ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
が
乾
隆
十
一
ハ
一
七
四
六
)
年
頃
入
寂
し
て
か
ら
、
乾
隆
五
十
年
ま
で
の
約
三

十
九
年
間
に
、
一
人
の
化
身
の
入
寂
と
そ
の
次
の
化
身
チ
ン
レ

l
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
入
京
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
チ
ン
レ

l
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

は
、
ジ
ク
メ

Q
・2
3
に
よ
る
と
、
章
嘉
呼
園
克
圃
三
世
イ
ェ
シ
ェ

l
テ
ン
ベ
イ
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
ン

J
p
m
g
Z仲間ロ匂白
f
F
H
m
ヨ
ご
ロ
仲
間
}
伝
ロ
と

@
 

並
ん
で
、
嘉
慶
帝
の
供
養
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
れ
は
、
年
代
的
に
、
妙
舟
の
い
う
(
第
五
篇

3
・
5
0
1
5
C
第
七
世
鴎
爾
丹
錫
時
国

- 24ー

呼
園
克
固
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
七
世
鳴
爾
丹
錫
将
固
呼
園
克
園
。
誕
於
西
寧
札
木
撮
端
普
蔵
地
方
。
清
乾
隆
五
十
五
年
。
奉
旨
署
理
京
城
札
薩
克
達
刺
麻
印
務
。
嘉
慶

十
三
年
。
奉
旨
涯
赴
西
蔵
。
往
聴
達
頼
剛
腕
坐
鰹
床
喜
兆
。

右
の
内
、
誕
生
地
の
西
寧
の
札
木
撮
端
普
臓
の

E
・日ロ・
2
6
・nrh巳・日
v
h
p
z
g
m
が
何
の
封
音
か
買
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、

B
g
r
o
n
rロ
ゲ
W

白
ひ
と
還
元
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
如
く
、
チ
ン
レ
l
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
西
寧
の
ブ
ム
ル
ン
タ
シ
タ
ン
で
出
生
し
た
が
、
そ
の

地
に
は
チ
ュ
ブ
サ

γ
寺

，。
rロ
宮
包
仏
∞

g、が
建
つ

v

て
い
た
。
こ
の
貼
か
ら
す
る
と
、
捕
普
識
は
チ
ュ
ブ
サ
ン
寺
の
建
つ
地
を
言
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
札
木
撮
に
つ
い
て
は
見
嘗
が
つ
か
な
い
。
次
に
、
乾
隆
五
十
五
年
に
命
ぜ
ら
れ
て

A

京
城
札
薩
克
達
刑
臓
の
印
務
を
暑
理

L
た

一
躍
岡
山
雪
印



、と
い
う
鮎
に
つ
い
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
章
嘉
二
世
が
乾
隆
五
十
一
年
四
月
に
入
寂
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
次
代
の
章
嘉
三
世
ほ

乾
隆
五
十
二
(
一
七
八
七
〉
年
五
月
出
生
し
、
そ
の
八
歳
の
乾
隆
五
十
九
年
初
め
て
来
京
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
、
救
命
に
よ
り
、
チ
ベ
ッ
ト

へ
留
拳
し
、
二
一十
歳
の
嘉
慶
十
一
〈
一
八
。
六
)
年
に
北
京
に
戻
っ
た
。
京
師
の
ラ
マ
の
最
高
位
た
る
京
城
札
薩
克
達
(
大
)
刑
臓
に
封
ぜ
ら

れ
た
の
は
、
や
や
遅
れ
て
三
十
三
歳
の
嘉
慶
二
十
四
(
一
八
一
九
〉
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
ハ
妙
舟
第
五
篇

3
・
H
8
1
5
3
0
従
っ
て
チ

γ

レ
l
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
、
章
嘉
三
世
の
未
だ
四
歳
‘
そ
の
入
京
以
前
の
乾
隆
五
十
五
年
に
、
章
嘉
に
代
っ
て
、
京
師
ラ
マ
の
最
高
位
の
職
務
を
署

理
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
彼
が
そ
の
任
に
い
つ
ま
で
留
ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
彼
の
入
寂
の
年
次
も
今
は

分
ら
な
い
。

チ
ン
レ

1
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
以
降
の
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
の
轄
生
者
に
つ
い
て
は
、
妙
舟
ハ
第
五
篇

3
・
5
H
l
E
3
が
こ
れ

を
停
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
駐
も
あ
る
が
、

，限
ら
れ
た
紙
数
も
壷
き
た
の
で
、
そ
れ
は
今
後
に
ゆ
ず
り
、
今
は
そ
の

さ
て
、

第
八
世
鳴
爾
丹
錫
将
園
呼
園
克
画
。
誕
於
西
寧
密
那
克
地
方
。
道
光
九
年
。
奉
旨
准
在
紫
禁
城
騎
馬
。
道
光
十
八
年
。
奉
旨
賞
給
食
札

薩
克
達
捌
臓
俸
粗
。
是
年
十
二
月
。
奉
旨
補
授
副
札
薩
克
達
捌
服
。

.-

第
九
世
帯
爾
丹
錫
呼
圃
呼
圃
克
園
。
誕
於
西
寧
捕
薩
地
方
。
光
緒
元
年
。
補
授
多
倫
諾
爾
札
薩
克
達
刑
跡
。
光
緒
二
十
六
年
。
京
師
兵

焚
。
京
倉
仁
寄
寺
被
焚
。
所
有
印
信
案
巻
全
行
遺
失
。
由
本
倉
肥
爾
巴
痢
嚇
丹
培
札
木
蘇
。
墨
報
理
藩
院
。
補
領
印
殺
。
於
光
緒
二
十
八

年
四
月
十
一
日
。
蒙
理
藩
院
奏
准
。
、
教
書
銀
印
遺
失
。
請
飾
補
鋳
。
奉
旨
依
議
欽
此
1

欽
準
教
書
。
於
是
年
六
月
領
出
。

，嗣
於
光
緒
三
十

四
年
二
月
。
由
印
務
虚
領
出
膿
部
補
鋳
光
字
一
百
四
十
八
暁
銀
質
銀
印
一
頼
。
光
緒
二
十
八
年
六
月
。
蒙
理
藩
院
奏
准
?
礎
爾
丹
錫
時
国

呼
園
克
圃

J

請
賞
朝
車
朝
馬
。
奉
旨
照
例
賞
欽
此
。
欽
遁
。
其
年
七
月
。
在
西
寧
貴
徳
陣
原
籍
地
方
園
寂
。
嗣
於
光
緒
三
十
一
年
十
月
。

蒙
理
藩
院
奏
准
1

奉
旨
賞
給
園
寂
鳴
爾
丹
錫
将
園
呼
圃
克
園
。
着
倉
食
二
南
銭
糧
徒
弟
十
五
名
。
並
留
看
倉
蘇
並
捌
嚇
一
一
一
名
。
眼
役
班
第

六
名
。
毎
月
白
印
務
慮
闘
領
看
倉
銭
糧
二
十
四
分
。

- 25ー

ま
ま
録
す
る
に
と
ど
め
る
。

195 



196 

第
十
世
鳴
爾
丹
錫
将
固
呼
園
克
園
。
光
緒
三
十
三
年
十
二
月
。
誕
於
西
寧
曲
暖
地
方
。
由
西
寧
緋
事
大
臣
舎
同
達
頼
刑
服
。
在
西
寧
恭

布
木
寺
銭
製
。
作
潟
喝
爾
丹
錫
将
園
呼
園
克
圃
之
呼
畢
勤
宰
。
民
園
元
年
。
代
表
青
海
蒙
番
雨
民
族
。
総
誠
内
向
。
擁
護
共
和
。
並
貢
長

蕎
悌
一
等
。
暗
嘘
一
方
。
普
醤
四
疋
。
特
力
歎
四
疋
。
磁
紅
花
二
瓶
。
臓
香
六
包
。
政
府
特
嘉
誠
意
。
菅
封
妙
悟
安
仁
。
民
園
四
年
。
呈

準
高
蕎
併
一
象
。
恰
唯
一
方
。
民
園
五
年
。
西
寧
焚
宗
寺
喝
爾
丹
錫
時
国
呼
園
克
園
倉
之
商
卓
特
巴
札
薩
克
則
麻
羅
磁
散
丹
。
呈
準
長
蕎

悌
一
等
。
暗
瞳
一
方
。
旋
於
其
年
六
月
十
九
日
。
賞
給
車
臣
縛
爾
済
。
時
鴎
爾
丹
錫
川
崎
園
呼
圃
克
園
之
呼
畢
勤
宰
。
於
民
園
五
年
二
月
二

十
六
日
。
呈
請
坐
床
。
二
十
八
日
。
奉
批
令
雁
准
裁
撤
呼
畢
勤
牢
字
様
。
来
京
瞬
観
。
駐
京
嘗
差
。
並
支
給
銭
糧
。
賂
前
輩
教
書
。
違
例

迭
印
務
露
。
轄
行
更
換
。

由
理
藩
院
補
護
新
印
。
侠
後
障
時
啓
用
。
由
蒙
磁
院
援
案
。
麿
給
祭
典
。
呈
請
政
府
。
於
四
月
十
七
日
。
奉
大

総
統
批
令
。
准
如
所
擬
。
給
予
祭
典
。
以
一
示
優
異
。

此
令
。
賞
坐
黄
橋
並
穿
幣
臆
紹
掛
。
五
月
三
十
日
。
率
領
徒
衆
三
十
人
。
出
口
牒

熱
。
請
偲
五
箇
月
。
総
因
赴
多
倫
諾
爾
皐
鰹
。
請
偲
一
年
。
十
月
。
遣
徒
業
喜
桑
布
等
十
一
人
。
赴
青
海
原
籍
省
親
。
民
園
十
九
年
。
中

央
召
関
西
蔵
禽
議
。
代
表
青
海
全
部
議
族
。
来
京
出
席
。
二
十
一
年
公
畢
回
車
内
。
道
程
寧
夏
省
属
硬
口
豚
街
。
枠
連
狙
害
。
蒙
緋
絹
素
。

開
耗
悲
痛
。
聯
名
呈
請
中
央
政
府
絹
兇
優
仰
。
遣
禽
遡
回
青
海
大
併
寺
。
俸
経
瞳
機
。
由
該
省
長
官
致
祭
後
。
轄
運
徳
欽
寺
供
奉
。

- 26ー

お

わ

り

以
上
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
I

フ
ト
ク
ト
ゥ
の
歴
代
の
轄
生
者
の
生
涯
を
あ
る
程
度
具
瞳
的
に
明
ら
か
に
し
与
え
た
よ
う
に
お
も
う
。
ガ
ル
ダ

ン
シ
ル
ト
ゥ
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
が
駐
京
フ
ト
ク
ト
ゥ
と
な
っ
た
の
は
、
難
正
年
間
に
あ
り
、

ロ
ブ
サ
ン
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
こ
の
駐
京
フ
ト
ク
ト
ゥ
の
地
位
は
民
園
初
年
ま
で
存
績
し
た
。
そ
も
そ
も
駐
京
フ
ト
ク
ト
ゥ
は
、

て
二
の
例
外
を
除
い
て
、

し、

ず
れ
も
青
海
モ
ン
ゴ
ル
族
の
聞
に
隼
崇
あ
つ
い
活
併
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
救
命
を
以
て
京
師
に
請
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
時
期

的
に
お
お
む
ね
康
照
の
末
年
か
ら
礎
知
正
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
清
朝
の
青
海
モ
ン
ゴ
ル
族
、
さ
ら
に
は
チ
ベ
ッ
ト
に
封
す
る

支
配
力
が
貫
徹
し
て
行
っ
た
頃
で
も
あ
っ
た
。
清
朝
は
、
こ
れ
ら
の
活
併
を
そ
う
し
た
時
期
に
京
師
に
招
い
て
、
保
護
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
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師
自
主
問
『
唱
ω
Z
E
F
と
並
ん
で
、
ラ
サ
の
二
つ
の
主
要
な
タ
ン
卜
ラ
墾

院
で
あ
る

(ω
戸

ω・
8
2
0
5
5
?
の、
H，・
司
-
H
E
Z。
円
。
結
晶
)
。
因

に
、
ガ
ル
ダ
ン
シ

レ
ト

ゥ
"
ガ
ワ
ン

ロ
l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

は
、

一
六
七

三
(
笑
丑
)
年
三
月
に
、

日
Nhq
E
ω
自
立

(ω自
白
島
認
可
邑
〉
四円

4
2

2
E
U
の
方
の
謬
院
長
に
就
任
し
た
こ

と

が

あ

る

(
開
。
苫
ハ
・
広
三

ペ
ω
O
∞
-
Nω
〈〉
。

⑫

穴
の
ヨ
ハ
に
は
、
質
際
に
は
葵
亥

円
r
c
B
0
1
M
m
m
(
H
U
--ハ
一
一一一一年〉

と
刻
さ
れ
て
い
る
が
(
〈
ω
O回
も
同
様
に

5
5
0
E
O
B官
。
、
そ
れ

は
正
し
く
は
乙
亥
と
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
改
む
べ
き
こ
と

は
、
本
傍
白
健
に
幾
多
の
器
恒
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、

ロ
ー
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ

ォ
の
十

一
歳
は
乙
酉
な

p
ru孟
の
年
(
一
六
四
五
)
(
目
立
子
雪
)
と
あ

り
、
こ
れ
か
ら
逆
算
し
て
も
、
そ
の
生
年
は

二
ハ三
五
年
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
干
支
と
年
齢
と
の
閥
係
の
記
載
の
上
で、

二
ハ

三
五
年
生
誕
説
に
阻
舶
を
来
す
例
は
な
い
。

か
つ
ま
た
こ
の

一
六
一
二
五
年
生
誕
は
、
『
家
古
刷
臓
数
史
』
(
ジ
タ
メ
リ
ク

ベ
イ
ド
ル
ジ
ェ
者
・
外
務
省
調
査
部
詳
、
生
活
一
眠
、
昭
和
十
五
年。

以
下
、

ジ
ク
メ
と
略
稽
)
司
-N3
及
び
、

N
5
-
E
L
ι
5
〉
-wB邑・

ωH口守、
H，FF0・

Z
ロ
河
丘
三
一
。
口
同
百
件

70
ω
oa〈ぬ
口
件
。
。
ロ
岳
の

o
p
Z『】ご

m
o目白

H由叶
(
)

(
以
下
、

ω吋
H
F
と
略
目
明
)
」

唱
-Ng
等
に
よ
っ
て
も
、
支
持
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

な
お
、

当

-
z
a
n一四・

U
FO
F
r
E間
合

z
a
a
2
5
r
oロ
巴
。
nr'

内日同ロ

n
-
B
Z
目
。
口
問
。

-
z
n
F
2
ω
司『白

nF0・H
O
B
門
神
戸
ロ
問
。
吋
〉
弘
同
巴

Mnvo、

明
日
目

n
Eロ
m
g
切

ι-
M-d司
5
r
t
g
H
U
E
(以
下
、
市
円
、
回
と
略
稽

γ

ωω
・
5
ω
l
H
2
に、

J
3
0∞
の
解
題
と
内
容
梗
概
が
述
べ

ら
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
の
示
す
奏
亥
‘ハ
一
ム
ハ
二
三
年
〉
が
そ
の
ま
ま
採

ら
れ
て
い
る
。
サ
ガ

ス
タ
l
氏
も
同
じ
謀
り
を
踏
襲
し
て

い
る
の
で

3
p

ω・∞
②
、
敢
え
て
一
言
し
て
お
き
た
い

(
序
に
言
っ
て
お
く
と
、
同
氏
は
、

ジ
ャ
ム
ヤ
ン
タ
ク
ル
ン
タ
ク
パ
を

ロ
l
ト
ェ
ギ

ャ
ム
ツ

ォ
の

e
直
接
の
先

行
者
。
と
言
っ
て

(ω開
・
ω・
5
δ
、

ス
ム
パ
タ
ム
チ
己

エ
ギ

ャ
ム
ツ
ォ

を
忘
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。

⑬
そ
の
地
は
、
骨
持
者
戸
。フ
サ
ン
タ
ク
パ

2
0
r
z
E
E
o
r
g卦

m
g
m
M

回出

(
Hツ
ォ
ン
カ
パ
)
の
誕
生

地

ツ
ォ
ン

カ

斗

ω
o
b
r
E
の
近

傍

(穴
の
2
P
AFる
に
笛
る
と
い
う
。
な
お
、
ジ
ク
メ

司-
N
コ

参
照
。

⑬
こ
の
箇
所
は
、

穴
の

2
内
に
は

C
O
P
E白
ロ

O
B
g
r
z
p
に、

ペ
ω
O∞
に
は

〉『印
可戸

ロO
B
a
C

ロ
』
同
志
ロ

に
作
る
。

〉『
削HZ
を
、
ハ

イ
シ
ッ

ヒ
氏
は
固
有
名
詞
と
し
て
受
取
っ
て
い
る
が
(
司
「
∞

-ω
・
5
3
、

従
い
難
い
。

こ
れ
が
何
故

問
。
岱
自
防

に
相
賞
す
る
の
か
、

よ
く
分
ら
な

い。

同
ob
g曲
は
、
通
常
。
前
者
、
如
前
輩、
前
身
。
在
上
的
。
在
前
的
。

の
意
味
で
あ
り
(
格
西
曲
札、

競
文
僻
奥
〉
、
与
白
苫

は

一
番
下
の
叔
父

(
陸
軍
省
一縦、

蒙
古
語
大
僻
典
)
の
意
味
で
あ
る
。

こ
の
。
前
。

と

e
一

番
下
の
。

と
言
う
と
こ
ろ
に
、
意
味
上
の
共
通
貼
が
あ
る
と
い
え
ば
い
え

そ
う
で
あ
る
。

な
お

問
。
ひ
目
印

Z
O
B
Oロ
r
r包

は、

別
の
箇
所
で
は
、

目
r包
唱
。

の『
O
師
同
守

(ロ
ミ
忠
ロ
の

03ω
ふ
ろ

と
も

表

現

さ

れ

る

(
例
え
ば
、

関
の
回
以
町
内
・
印
『
U

J

ヘω
O回
・
∞
『
)。

⑮

明
ユ

n
r
z
s巳臼
ny
(on--
γ
開
5
0
C円四曲
-E曲ロ内四回
nF『
F
r
ι
g
B
oロ・

mo--ω
nroロ
。

g
n
r
F
n
E唱
2
r臼
〈

Oロ
ω
2
0ロ
ω曲四曲回開

(と-印刷

ω守

口同ロ

m
p
n
g
)・
回
。
ユ

5

5
明日・・

8
〈
・
拙
稿

「
蒙
古
ラ
マ
数
史
上
の
二

人
の
弘
法
者
|
ネ
イ
チ
l

ト
イ
ン
と
ザ
ヤ
l

・ハ
ン
デ
ィ
タ
|
」

(
史
林
第
五

六
轡
第
一
鋭
、
特
に
頁
七
八
、
参
照
〉

- 28ー
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⑮
回
ロ
o
d円
岡
曲
・
国
自
身

nr
ユp
i
-
-
J
g『・

、
⑫

ζ

の
人
が
、
妙
舟
の
い
う
第
十
五
世
敏
珠
爾
呼
圃
克
圏
、
法
娩
普
爾
来

端
住
布
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
次
の
縛
生
者
、
つ
ま
り
第
十
六
世
敏
珠
爾

呼
圃
克
圏
、
法
強
洛
布
菰
丹
増
ハ

H
E。
r
N
a
E
C
E
-
-曲目
HH〉
に
至
っ

て
、
羅
正
五
(
一
七
二
七
)
年
ダ
ラ
イ
ラ
マ
七
世
よ
り
源
遣
さ
れ
て
菅
京

し
、
敏
珠
爾
呼
圃
克
闘
の
名
放
を
頒
給
せ
ら
れ
た
。
薙
正
十
二
(
一
七
三

四
)
年
、
教
旨
を
奉
じ
て
再
び
入
京
し
、
京
師
に
職
を
任
ぜ
ら
れ
て
、
東

黄
寺
に
駐
錫
し
た
ハ
妙
舟
~
第
五
篇

3
・H
M印
l

H

M

白〉。

こ
う
し
て
駐
京
フ
ト
ク
ト
ゥ
と
し
て
の
敏
珠
爾
呼
臨
克
圃
は
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。

⑬
ト
ェ
サ
ム
リ
γ
は
、
タ
シ
ル
ン
ポ
の
三
つ
の
事
院
同

Zmwazb
の一

つ
で
あ
る
(
の
同
J

唱
-
H

勾

Z
O同
0Mg)。

⑬
ど
の
よ
う
な
身
分
か
よ
く
分
ら
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
誇
に
は
、
ロ
岡
田
国
国

回

E
F白
骨
ロ
酌
と
あ
る
。

@
ジ
ク
メ
に
は
、
こ
れ
を
、
三
月
二
十
一
日
と
い
わ
ず
、
「
二
十
七
歳
の

終
り
に
」
と
い
う
時
期
に
置
い
て
い
る
。

@
注
⑪
、
参
照
。

②

Q
-
O
H
J
-
u・
3
・

@
↑
レ
ボ
γ
寺
の
皐
院
の
一
つ
で
あ
る
(
の
F

O
、H
J

司・
J

可申)。

@
ω
、H
，
m-MM・
M
g・

③
サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
ロ

1
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
才
の
出
設
に
先
立
つ

て
、
こ
れ
に
エ
ル
デ
ニ
ダ
ラ
イ
シ
レ
ト
ゥ
l

フ
ト
ク
ト
ゥ
肘
司
窓
口
町
《
四
倍

-
2

明白『
m
-
H
r
z
r
r。
己
HO問、同
rロ
(
開
『
円
問
。
回
目
島
田
戸
田
町
弘
円
。
問
。
同
国

A
E
E』
『

EH〉

の
稽
披
を
授
け
た
と
い
う

(ω
↓F
唱

-Mmg。

@
例
え
ば
、

ω、H，
m-MM唱
-NSIMO∞・・

ω
F
ω
ω
-
g
i
g
-
参
照
。

②
哲
ト
倉
丹
巴
呼
園
克
圃
が
鴫
爾
丹
西
勤
圏
と
。
並
坐
e

し
た
こ
と
が
、

ガ
ル
ダ
ン
の
怒
り
を
買
っ
た
と
い
う
ハ
蒙
古
田
部
王
公
表
停
・
巻
九
一
、

西
蔵
線
停
〉
。

③
爾
翼
汗
の
紛
争
か
ら
、
ガ
ル
ダ
ン
の
左
翼
土
謝
圃
汗
領
侵
入
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
皇
朝
藩
部
要
略
・
容
九
(
十
九
丁
裏
|
二
十
丁
表
〉
の

記
事
が
比
較
的
要
領
を
得
て
い
る
。
左
の
如
く
で
あ
る
。

先
是
鳴
爾
丹
牧
。
東
郷
略
爾
略
。
久
涯
一
富
庶
謀
往
掠
。
叉
怨
曙
爾
略
土
ー

謝
聞
汗
察
理
多
爾
演
。
嘗
助
都
贋
爾
圃
ハ
H

ジ
ュ
シ
ガ
ル
1

ホ
シ
ョ
ト

部
の
沓
部
長
。
ガ
ル
ダ
，
ン
と
劉
立
を
来
し
て
敗
れ
た
)
。
且
以
女
妻
都

密
爾
圃
孫
羅
卜
鶏
衰
布
阿
酬
明
布
坦
。
欲
攻
之
。
曾
察
琢
多
爾
済
。
匿
札

薩
克
圃
汗
成
衰
逃
衆
。
奥
成
衰
構
張
。
成
衰
卒
。
子
沙
酬
明
嗣
。
震
如

故
。
達
額
欄
姉
遺
使
喝
爾
且
西
勅
幽
。
召
察
環
多
爾
拙
開
。
奥
沙
酬
明
盟
子

庫
倫
伯
動
費
爾
。
察
理
多
爾
済
弟
哲
ト
等
丹
巴
呼
圃
克
闘
。
奥
噂
爾
且

西
動
闘
抗
種
。
鴫
爾
丹
因
以
責
哲
ト
愈
丹
巴
呼
圃
克
圃
。
不
敬
遠
頼
酬
明

i
姉
箆
名
。
誘
沙
刷
往
曾
子
園
爾
班
赫
格
爾
。
察
理
多
爾
済
逝
殺
沙
刷
。

又
迫
殺
鴎
爾
丹
之
弟
多
爾
済
札
ト
。
進
屯
略
噺
額
爾
奇
克
・
察
牢
額
爾

奇
克
地
。
奥
噂
爾
丹
相
拒
。
鴎
爾
丹
乃
引
兵
三
高
。
由
杭
愛
山
人
掠
。

〔
以
下
略
〕

③
ジ
ク
メ
H
V
-
M
芯
に
、
こ
の
文
に
封
臨
服
す
る
記
事
が
あ
る
が
、
は
る
か

に
簡
略
で
あ
る
。
特
に
、
遺
使
の
目
的
、
曾
盟
等
に
闘
し
て
全
く
述
べ
る

所
が
無
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
ラ
サ
か
ら
の
出
立
を
T
卯

C
六
八
七
年

γと
す
る
謀
り
も
犯
し
て
い
る
。

@
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
串
霊
加
と
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
と
の
関
係
に
つ
い

て
一
言
し
て
お
く
と
、
章
嘉
は
、
少
年
時
代
を
郷
里
ア
ム
ド
で
過
し
た
の

ち
、
二
公
ハ
一
年
ラ
サ
ヘ
来
て
、
レ
ボ
ン
寺
の
ゴ
マ
ン
事
院
へ
入
皐
し
、

- 29一
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一
六
七
三
年
ま
で
こ
こ
で
研
鎖
を
積
ん
だ
。
而
し
て
そ
の
問
、
そ
の
院
長

は
、
最
初
、
上
述
の
カ
ワ
ン
チ
ン
レ

l
フ
ン
ド
ゥ
フ
で
あ
っ
た
が
、
二
ハ

六
五
年
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ

ト
ゥ
u
ロ
l
ト
ェ

ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
交
替
就
任
し

た
。
こ
こ
に
、
こ
れ
と
章
嘉
と
の
閑
に
、
前
者
の
入
寂
に
至
る
ま
で
綴
く

所
の
師
弟
関
係
が
始
め
て
生
じ
た
。
就
中
一
六
八
三
年
、
章
嘉
が
ア

ム
ド

の
コ
ン
ル
ン
寺
へ
踊
る
ま
で
、
彼
は
ロ

l
ト
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
常
随
の
侍

者

(
g
r
f
m
r
M
E
Z
Z-1
乙
で
あ
っ

た

(2
・ω
戸

ωω・

8
1
3
)。

@
そ
の
解
題
に
つ
い
て
は
、

門
U
F
ω
開
・
ωω-M∞

1
8・

③
ク
ン
ブ
ム

ω
E
Z
Z
B
寺
(
H
H
塔
爾
寺
)
の
付
近
に
あ
っ

た
大
パ
オ

臼
問
問
の
内
で
浬
換
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
穴
の
E
ハ
・

5
〈
一
ペ
ω
O
∞-

ωN『
〉。

@
ω
開
・
ω
・
∞
∞
・
・
ω
吋
同
グ
司
M
m
p
ω
叶，

F
-
o
n
-
n
x
に
よ
れ
ば
、
そ
の

副
司
則
報
が
ラ
サ
に
届
け
ら
れ
た
の
が
、
同
年
蒙
古
暦
三
月
十
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
う
。
な
お
、
穴
の
苫
ハ

自
慢
に
は
、
入
寂
年
次
を
記
し
て
い
な

@
な
お
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
の
使
節
行
に
関
す
る
穴
の
可
欠
の
記
事
は
、

上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
内
容
に
著
し
く
生
彩
を
欽
く
感
は
否
め
ぬ
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
問
。
苫
ハ
自
身
次
の
よ
う
に
稗
明
す
る
。

こ
の
停
記
は
、
愈
者
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
シ

ェ
1
パ

の
怖
畏
教
法
源
流
か
ら
取

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
方
面
へ
赴
か
れ
た

後
の
傍
記
を
置
い
て
い
ず
、
そ
の
前
後
の
侍
記
に
も

一
向
に
詳
細
が
な

い
。
ま
た
他
の
侍
記
の
記
事
の
類
も
見
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
差

し
嘗
っ
て
こ
の
程
度
で
あ
る
。

同
ロ
邸
周
回
唱
R
P
R
Z
f
E
『
ロ

2
5
『
』
o
f
y
日
島
『
3
t
z
r
M
E
L
官
曲

目

nrt官
乞
Z
F
同
ω
r
u
『
a
n
v
o
m
f
r
u
、
ロ
P
ロ
g
r
g
E
宮
司
E
E
¥

《
目
。
『
司
問
〕
E
r
。
『
司
r
〕
『
O阿
国

E
司
r
o
r
臼
宮
司
-
M
M
、
一
ロ
同
一
『
ロ
曲
目
岳
民

自
陣
f
r
r
。
【
悼
の
-
P
¥
ι0臼

M

広
三
話
回
同
ご
ロ
m
w
B
同
F
R
Z
σ
p
y
曲
円
削
志
向
-

ω
r
F
認
可
俗
的
自
主
Z
E
P
¥
Z
m
B
岳
民
間
1
-
m
o
m
帥
宮
ロ

自
ω
玄
ユ
岡
田
r
u『陶
酔
自
防
百
円
『
。
p
r
g
f
L
F
『
『
ゆ
臼
E
m
r
z
E
回

目。

¥
(
同吋〈・

J

ヘω
O
F
ω
。
『
U

右
に
い
う
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
シ
ム

l
パ
国
守
ヨ
ι
Z
包
M
g
r
主
唱
曲
一
世

(Z
品
昏
包

r
z
g
f
m
円
E
g
&
ー
ロ
MM〉
の
怖
畏
数
法
源
流

0
3
-

E
o

ユo
f
-
-
g
r
u
、
。
ι
r
1
n
r
s
f
r
〕
コ
』
p
r
r
自
国
同
町
帥
ロ
B
-
g
『
ロ
巴
国

宮
町
円
四
百
-
z
ι
m
g
q
ロ
r
r
c
ロ
r
u
ニ
四
円
E
B
L
S
ι
(
一
七
一
八
年

撰
)
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
書
に
詳
し
い
解
題
が
見
え
る
。
就
き
て
参
照

さ
れ
た
い
。

〉

-
X
・
回
o
n
4
匂
回
目
。
回
・
↓

=α向
、
同
門
医
印
国
国
内
吋
O
℃
国
」
巾
門
医
四
国

b
E
吋何一
M

同・

4
3・
V
A
o
n
R
回
国
呂
町
N
・

2
℃・

5
∞
・
な
お
、
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
氏
、が
、
前

掲
文
に
ふ
れ
て
、

ペ
ω
O
切

に
曾
盟
の
詳
細
が
見
え
な
い
の
は
、
ダ
ラ
イ

ラ
マ
七
世
が
北
東
数
と
ガ
ル
タ
ン
の
反
飢
と
の
関
係
の
微
妙
な
話
題
に
言
及

す
る
を
欲
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
(
勺
F
F
ω
・

5
3、
と
い
っ
て

い
る
が
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

③

ん
V
Z
ロ
ロ
O
B
・

5
』

3
2
は
、
薙
正
三
ハ
一
七
二
五
)
年
清
朝
に
よ

っ
て
青
海
に
旗
制
が
施
行
さ
れ
た
と
き
、
礼
薩
克
側
鳴
を
授
け
ら
れ
、
四

佐
領
を
管
轄
し
て
一
旗
を
な
す
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
牧
地
は
、
乾
隆
十
三

排
闘
(
蘭
州
府

・
西
寧
府
)
に
、
碩
繭
郭
爾
必
技
の
上
流
に
あ
る
察
漢
納

門
漢
と
標
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(
佐
藤
長
、

近
世
車問
海
諸
部
落
の
起
源

(
下
)
、
東
洋
史
研
究
第
三
二
容
第
三
践
、
一
九
七
三
年
、
特
に
頁
八
四
、

参
照
〉

③
こ
の
人
物
は
、
残
念
な
が
ら
、
比
定
で
き
な
い
。
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そ
の
位
置
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
@

青
空
が
地
に
溶
い
た
油
を
園
績
し
た
如
き
高
流
王
湖
〈
コ
コ
ノ
l
ル〉

の
西
方
、
マ
ン
ユ
ル
忌
包
司
己
砂
漠
の
一
部
に
属
す
る
東
山
な
る
羅

剰
山
脈
甲
山
口
官
官
ユ

mu『
邑
が
右
へ
湾
曲
L
、
南
に
サ
ル
ル
ン
。
阻
止

-
E
山
、
ー
西
に
白
峰
回
円
高
島
r
R
〈
ん
印
刷
吉
田
宮
内
同
同
〉
、
雪
山
。
色
白
ユ

の
連
ら
な
り
あ
り
、
北
に
黄
河
と
稽
さ
れ
る
大
河
が
悠
然
ど
流
れ
る
・
:

・
:
ヤ
ン
サ
ン
と
畳
一
一
ロ
わ
れ
る
地
(
問
。

E
内
・
混
同
¥
4
u
J
g
o
p
ω
H円¥4)。

③
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

ωHw-ωω-NN串
l
N
ω
N
・
8
同
|
誌
〈
に

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
テ
ン
ベ
イ
エ
マ
停
の
も
の
と
、
事
賓
の
経

過
に
お
い
て
若
干
の
く
い
ち
が
い
が
あ
る
。
そ
の
基
本
的
相
異
は
、

ω
切

に
あ
っ
て
は
、
二
ハ
九

O
年
章
嘉
は
ダ
ラ
イ
フ
ン
タ
イ
ジ
の
本
晶
画
で
ツ
ァ

ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
'
Y
と
曾
見
し
た
折
、
こ
れ
と
化
身
の
問
題
を
「
入
念
か
っ

詳
細
に
協
議
し
た
」
が
、
一
六
九
二
年
に
至
っ
て
化
身
の
出
現
を
教
え
ら

れ
た
、
等
と
い
う
貼
に
あ
る
。
詳
し
く
は
、

ω
開・

ω
ω
-
H
O
N
-
H
B
に一

慮
の
封
比
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
、
就
き
て
参
照
あ
り
た
い
。

⑨
顧
賓
汗
の
子
の
達
頼
巴
園
爾
多
爾
櫨
問
。
曲
目
白
山
『
3
a
E
U
O円
訟
を
指

す
。
彼
は
早
く
か
ら
青
海
諸
タ
イ
ジ
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
(
佐
藤
長
、
前
掲
論
文
、
特
に
頁
六
一
1

六
=
一
、
参
照
〉
。

@
こ
の
と
き
章
嘉
は
ゴ
ン
ル
ン
寺
座
主
を
僻
し
て
(
在
位
H
a
g
-
H
S
S、

同
寺
の
ジ
ャ
ン
チ
ュ
プ
リ
ン
図
司
包
ロ
F
E
r
m
E
H山
寺
に
住
し
た
ば
か
り

の
こ
ろ
で
あ
っ
た

(ω
肘・

ω
-
H
2・
ω・M
M
十
四
日
『
〉
。

@
そ
の
名
を
、
ガ
ワ
ン
ロ
ブ
サ
ン
タ
シ

z
a
B
a
r
-
o
g
S
F
E

乱
闘
と
い
う
(
開
。

E
内・

EMご
ペ
ωロ回・

ωω
る。

そ
の
デ
チ
ム
ン
寺
は
、
。
叶
，

L
Y
Hミ
に
み
え
る

F
世
田

of--Lonvg

と
同
一
で
あ
ろ
う
。
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
同
書
唱
-
H
S
Z
o
g
J司自

@ 

参
照
。

HNofロ
日

F
唱
・
誌
に
よ
る
と
一
、
可
庚
申
ハ
一
六
八

O
可
チ
ャ
ガ

γ
ノ
ム
ン
ハ
ン
の
V
幽

rd匂
凪
ロ
ロ
。
日
E

V
曲
固
に
よ
っ
て
ラ
モ
デ
チ
ェ
ン

.
「
曲
目
o
r
t
n
v
g
の
礎
が
定
め
ら
れ
た
」
と
み
え
て
い
る
。
な
お

問
。

E
内・

5
〈
l
H
P
に
よ
る
と
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
が
タ
ン
プ
ム
の

近
く
で
浬
柴
に
ま
さ
に
入
ら
ん
と
し
た
頃
、
ツ
7

ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
兄
弟

が
こ
れ
と
謁
し
て
、
シ
レ
ト
ゥ
か
ら
、
デ
チ
ェ
ン
寺
田
宮
口
吉
田
品
開
。
闘

の
建
築
は
完
成
し
た
か
と
関
わ
れ
た
。
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
と
答
え
る

と
、
早
く
完
成
せ
よ
、
私
も
そ
こ
へ
行
か
な
い
と
は
限
ら
な
い
、
と
仰
せ

ら
れ
た
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
(
因
に
こ
の
話
は
、
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト

ゥ
の
化
身
が
デ
チ
ム
ン
寺
に
将
来
招
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
懸
記
し
た
意
味
に

解
せ
ら
れ
る
〉
。

@
こ
の
ラ
マ
に
つ
い
て
は
、
外
藩
蒙
古
回
部
王
公
表
停
・
容
八
一
、
脊
海

厄
魯
特
部
線
停
の
康
照
三
十
五
年
の
僚
に
、
左
の
如
く
見
ゆ
。

善
巴
陵
堪
布
。
蓋
逮
頼
刷
嘱
遺
理
蒙
古
務
者
也
。

ω吋
戸
咽
-
M
3
・
ω
S
に
よ
れ
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
見
え
る
玄
r
F
2

3
0間
関
可
曲
目
白
宮
町
-
広

(WHorN包
仏

g
m
E
S
に
比
定
さ
る
。

@
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
・
倉
八
一
、
青
海
厄
魯
特
部
線
停
。

建
什
巴
圃
爾
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
長
、
前
掲
論
文
、
特
に
頁
七

O
、
参
照
。

@
こ
の
と
き
、
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
シ
ュ

l
パ
一
世

Z
同
周
忌
包

r
z
g
Z
Z阻

に
あ
っ
て
は
、
レ
ボ
ン
寺
の
ゴ
マ
ン
事
院
長
を
僻
し
ハ
在
任
足
。
。
l
H
S
3、

一
七

O
九
年
郷
里
ア
ム
ド
へ
踊
る
途
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
翌
一
七
一

O
年
、
彼
は
郷
里
に
有
名
な
ラ
ボ
フ
ラ
ン
寺
国
E
F包

F

R南
町
田

frru『ロ

を
建
立

L
た

(Forav
の
v
g舎
p

p

h
旦
R
E由
同

O
吋

由

民

E
o弓
O
問

、
H
J
F
2
2
F
X
R巴
5
0・
勺
同
門
神
戸

Z
o
d
q
u
o
-
E
g
g
-
3・8
l
A
B
)
。

'
@
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
長
、
ロ
プ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
鋭
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に
つ
い
て
、
史
林
第
五
五
単
位
第
六
鋭
、
一
九
七
二
年
、
参
照
。

⑬

問
。
回
以
内
で
は
、
こ
の
地
名
を
玄
包

E
と
表
記
す
る
。
そ
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
注
@
、
参
照
。

@

こ
の
人
物
は
、
別
に
察
竿
丹
津
九
日
3
2
E
ロ
}
5
と
も
m
附
さ
れ
る
。

務
正
初
年
に
お
け
る
青
海
右
翼
の
二
巨
頭
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
歴

等
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
長
、
近
世
青
海
諸
部
落
の
起
源
(
上〉
、
東
洋
史
研

究
第
三
二
容
第

一
一
腕
、
一
九
七
三
年
、
特
に
頁
百
二
に
詳
し
い
。
就
き
て

参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
コ
コ
ノ

l
ル
の
南
方
、
マ
チ
L

ン
ポ
ム
ラ
p
z
n
r
g
臼
吉
田
g
山

の
北
東
一
帯
の
地
名
で
あ
る
(
門
u
h
・

0
吋
・
国
u
・
5
3
。

⑬

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
「
唱
え
2
Y
の
E
2
2
品
、
H
，
F
2
5

同
F
O
H
W
R
q
H
∞
同
F
P
E
ロ
ミ
-
F
a
p
ロ
H
u
g
-
司
-
広
三
・
に
詳
し
い
。

就
き
て
参
照
さ
れ
た
い
。

③

〈

m
-
『
仏
r
R
・
ω
C
E町
帥

r
u
、
.
陶
E
E
E
《
目
的
以
?
俗
}
E品
加
g
r
f
曲

内山口uF臼ユFr白内田司・同，
M

、』ロm曲《同一四臼巳臼ロ岡・ロロ--ロ問占ロ
-MW
'
〕ユ
zwuニロromo《回

目
。
m
o
m
m
F
E
E
守
口
問
。
3
-
r
O
B
O
E
o
E
o
E
師
一
E
〈
以
下
、
』
「
∞
の

と
略
間
柄
〉
よ
印
罰
〈
・
〔
本
書
は
、
一
七
八
七
年
〉
m
X
C
2
P
E
九
日
ロ
F
g
m

(
の
r
ロ
r
z
b
)
ロ
O
B
-
ロ
ロ
占
師
可
同
ロ
Z
E州

ι
r
2
J
同
『
c
r
r
同
四
回
ロ
ι
『
曲
岳

写
吉
岡
撲
。
東
洋
文
庫
蔵
。

2
・

P
E
o
m
5
0
聞
神
宮
玄
g
n
r
p

玄
O
回
向
。
-
ω
o
n
t
o
ロ
O
『
号
。
吋
。
可
。
回
Z
ロ
r
0
・
Z
0
・
5白
〕

⑪
駐
京
酬
明
耐
輔
の
最
高
位
者
た
る
掌
印
札
薩
克
大
別
嶋
〈
定
員

一
)
(
大
消

曾
曲
州
事
例
・
容
九
七
四
、
理
藩
院
・
酬
明
暗
封
腕
)
を
指
す
と
考
え
る
。
そ

の
職
は
章
嘉
呼
圃
克
闘
に
の
み
授
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

@
前
越
の
如
く
、
京
師
の
掌
印
ラ
マ
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
年
八
月

の
こ
と
で
、
ド
ロ
ン
ノ

1
ル
滞
在
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
の

地
位
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
土
観
吋
，
r
ロ
グ
ロ
r
r
d句
ω
ロ
フ
ト
ク
ト

ゥ
の
上
奏
に
撮
る
と
い
う
(
問
。
苫
ハ
・

ω∞
コ
Jへω
O
∞
-
昌
司
〉
。

土
観
フ
ト
ク
ト
ゥ
(
二
世
〉
は
、
そ
の
名
を
ガ
ワ
ン
チ
ョ
エ
キ
ギ
ャ
ム

ツ
ォ

Z
占
昏
曲
p
n
F
E
r
-
a
E
E
z
r
o
と
い
い
、
一
六
八
O
(康

照
十
九
)
年
に
生
ま
れ
、
一
七
一
五
(
康
照
五
十
四
)
年
京
師
に
来
錫
、

一
七
三
六
(
乾
隆

一
〉
年
入
寂
し
た
(
「
o
r
g
r
の
7
2
含
P
玄
忠
司
王
師

向
。
『
釦
Z
Z
Z
ミ
え
吋
F
r
o
g
ロ
ピ
g
z
z
z
-
司
君
仲
間
・
唱
-
E
)
。
そ
の

間
一
七
三
四
(
潅
正
十
二
)
年
、
静
修
栂
師
に
封
ぜ
ら
れ
、
教
印
を
給
予

さ
れ
た
(
曾
曲
門
事
例
・
省
九
七
四
、
理
藩
院
・
痢
噸
封
貌
)
。
そ
の
停
記

は
、
ジ
ク
メ
に
特
に
一
章
が
設
け
ら
れ
て
詳
細
で
あ
る
(
唱
司
・
M
g
|
N
U
3
0

就
き
て
参
照
さ
れ
た
い
。

@
法
披
洛
布
穀
丹
増
(
H
E
o
v
g
b
g
g
p
f
仏
師
一
口
〉
。
薙
正
五
(
一
七

二
七
〉
年
入
京
し
て
、
敏
珠
爾
呼
闘
克
闘
の
名
践
を
授
け
ら
れ
た
。

一旦

餓
闘
し
て
ず
マ
ン
寺
に
坐
跡
、
薙
正
十
二
(
一
七
三
四
)
年
旨
を
奉
じ
て

京
師
に
来
錫
。
乾
隆
元
(
一
七
一
一
一
六
〉
年
ド
ロ
ン
ノ

l
ル
で
入
寂
し
た

(
妙
舟
、
第
五
篇
3
・
H
N
印
|
回
以
参
照
)
。

@
こ
の
僚
の
記
事
は
、

』
円
、
∞
P
E
円
¥
〈
に
ほ
ぼ
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い

る
外
、
ジ
ク
メ
3
・
M
g
|
包
斗
に
も
簡
略
化
さ
れ
て
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
就
き
て
参
照
さ
れ
た
い
。

@
新
寺
院
建
設
か
ら
、
こ
の
皇
帝
臨
御
ま
で
の
穴
の
苫
ハ
の
記
事
は
克
明

を
き
わ
め
る
が
、
こ
こ
で
は
一
部
分
を
引
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
箇

所
は
ほ
と
ん
ど
逐
語
的
に
』
「
∞
P
S
〈
|
窓
〈
及
、
ひ
ジ
ク
メ
宅
・
包
∞
|

ω
。。

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
就
き
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
妙
舟
の
誤
解
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
王
公
表
侍
'・
各
七

O
、
札
薩

克
和
碩
超
勇
裏
親
王
策
稜
列
停
に
、
策
綾
(
乾
隆
十
五
年
波
〉
に
八
子
あ
る
‘
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内
の
第
六
子
に
西
勤
圏
呼
薗
克
聞
な
る
者
が
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
か

も
知
れ
な
い
(
そ
の
長
兄
が
成
褒
礼
布
)
。
し
か
し
こ
の
西
勤
圏
呼
闘
克

圃
を
テ
ン
ベ
イ
ニ
マ
の
化
身
と
み
な
す
に
は
、
年
代
的
に
も
矛
盾
が
あ
り

て
、
無
理
で
あ
る
。

@
こ
の
夢
剣
断
と
出
生
地
と
の
閥
係
は
よ
く
分
ら
な
い
。
博
雅
の
土
の
示

教
を
乞
う
。

⑧

恒

E
H
J
-
E
r
r
s
t白
吾
包
は
チ
ュ
ブ
サ
ン
寺
の

E
Z
E
品開。ロ

の
建
つ
地
で
、
ゴ
マ
ン
寺
の
東
方
に
あ
た
る
(
の
戸
。
、
H

J

H

M

-

H

g

z

。件。

as。

2閃

@
章
嘉
は
そ
の
晩
年
、
目
が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
(
噺
亭

雑
録
・
容
八
、
章
嘉
園
師
の
一
節
に
・
晩
年
病
目
。
能
以
手
間
経
典
。
意

識
其
字
。
人
宇
異
之
)
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
来
る
所
作
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
章
嘉
は
乾
隆
五
十
年
に
七
十
歳
。
そ
の
翌
年
入
寂
し
た
。

@
ジ
ダ
メ
で
は
、
そ
の
名
を
、
「
大
座
者
最
勝
呼
畢
勤
翠
賓
な
る
見
紐
奴

酬
明
嘱
ガ
ワ
ン
ト
ゥ
プ
テ

γ
ワ
ン
チ
ュ
ク
ベ

γ
デ

γ
チ
γ
レ
I
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

Z
曲
問

ι『
田
岡
山
岳
ロ

r
z
g田
島

r向
島

三

H
M言

問

ι唱
曲
戸

E
同
国

f
M
W
H
H
ユ
ロ
目
白
血

認
可
曲
目

Z
E」
と
い
う
。
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A study of the Faldan siregetil ｇzzねzμu

bｙ Hiｒｏｓhi　Ｗａｋａｍａtｓｕ

　　　

In the Qing 清period, the ｑｕtｕｒtｕ　ｓtationed at Peking were called

“ｑｕtｕｒtｕ　Ｘesident in the capital”(駐京呼圖克圖).　The well-known ＩＣａ?i

ｓりａ　ｑｕtｕｒtｕ章嘉呼圖克圖occupied the highest position among them.

The next highest was occupied by the /‾･ａｉｄａｎ ｓiｒｅｇｅtｕ　ｑｕt町伍葛爾丹

錫埓圖呼圓克圓. Here an attempt is made to clarify the biographies of

successive incarnations of the Ｆａｌｄａｎ　ｓiｒｅ即位ｑｕtｕｙtｕ，　ｅspecially thｅ

/
五ｒ　ｓt，Nag db㎡1 bio gros rgya mtsho (1635-1688)，and the second，Bio

bzan bstan pahi fli ma (1689-1746?).　TheＫｈｒi　ｃｈｅｎ　ｓpｒｕl　pahi ｓkｕ hlo

hｚａｎ　hｓtａｎｌ)ａ紅戒ｍａ　dpal　bｚａｎかｏれi　ｍａｍ　paｒ　thaｒ　pa dpｙｏｄ Ｉｄａｎ

ｙｉｄｄｂａｎ　ｈｇｕｇｓ　pahi　陣ｏ ｎｏ，written by the seventh Dalai Lama,

is ａ very important and reliable source for the first two biographies｡

　　　

In addition, following Master Miaozhou's 妙舟法師Ｍｅｎｇｚａｎｇ

ｆｏｉｉａｏｓhi蒙蔵佛教史, the author examines the lives of later incarnations

up to the beginning of the Republican period.　Through　this　article,

"which is ａ result of the author's researches on the 9耐町tu resident in

Peking, the real nature of Qing policy towards the Lamaists is clarified.
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